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1　はじめに

　近年，農業用パイプハウスは台風等の強風により倒壊す
る被害をたびたび受けている．その対策として，タイバー
構造や X 型補強などが実施されている．しかし，この補
強方法では農業用パイプハウス内部の作業容積が減少する
うえに，パイプハウスの浮き上がりを防ぐことができない
という欠点が存在する．そこで，農業用パイプハウスの屋
根中央部に突起をつけることにより圧力分布を変化させ強
風時にパイプハウスが飛ばされることを防ぎ，被害を低減
しようと考える．
　農業用パイプハウスの被害を低減することにより，農業
従事者の経済的な負担を減らし我が国の食料自給率を上げ
ることを目標としている．また，農業用パイプハウスが倒
壊する被害を低減することで，SDGs のターゲット 2-4，
やターゲット 13-1，という二つの達成目標の完遂に貢献す
ることも目標としている．
　先行研究からパイプハウス屋根中央部に突起をつけるこ
とでパイプハウスの浮き上がり防止効果が期待できること
が数値計算によって示されている．本研究では，実験を行
うことにより先行研究の検証を行う．また，突起の形状や
大きさを変更し , 効果の違いを数値流体解析により検証す
る . 加えて , 簡易風洞装置を用いて流れの可視化と同時に，
6 軸力覚センサを用いた 6 分力計測実験を行う．

2　事前準備

2.1　農家訪問
　パイプハウスを用いて作物を生産している農家を訪問し
実際に使用されているパイプハウスを計測するとともに，
パイプハウスの天窓などの構造を確認する．図 1 に，訪問
先の農家で使用されているパイプハウスの天窓を示す．

2.2　パイプハウスメーカー訪問
　パイプハウスの部材であるアーチパイプを製作している
工場を訪問し，実際にアーチパイプを製作しているところ
を見学する．以下の図 2 に見学の様子を示す．この見学よ
り , パイプハウスの素材やその加工について学ぶとともに ,
突起の製法について参考となる情報を得られた .
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表 1 のとおり，突起をつけた場合でも最大圧力はほとんど
変化していない．また，最小圧力に関しては突起をつけた
ことにより減少していることがわかる．以下の図 7，図 8
に突起をつけていない場合のパイプハウスの数値流体解析
の結果と圧力分布の変化が顕著に表れていた突起の数値流
体解析の結果を示す．

 

3　数値流体解析

3.1　数値流体解析手法
　農家を訪問した際に計測した寸法データを使用して，パ
イ プ ハ ウ ス の モ デ ル を 作 成 し SOLIDWORKS Flow 
Simulation を用いて解析を行う．本実験では，流速がパイ
プハウスの長手方向に垂直な方向から 25 m/s で風が吹い
た場合を想定して解析を行う．また，標準気圧は1013.25 [hPa]
とする． 以下の図 3 にて今回解析に使用するパイプハウス
のモデルの概要を示す．

この図 3 に示すモデルを基本として屋根中央部に突起をつ
け，その突起の形状や大きさを変更して解析を行う．また，
以下の図 4，図 5 に示すような突起を一様に付けた場合だ
けではなく，図 6 に示す突起を途切れ途切れにつけた場合
についても同様に解析を行う．
3.2　数値流体解析の結果
　数値流体解析の結果を表 1 にて示す．
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る試験片の作製には，シングルヘッドタイプの FFF 方式
FLASHFORGE Adventurer3 を使用し，試験片の材質と
して PLA を用いる．3D プリンタで作成する試験片の寸
法を以下の図 9 にて示す．

4.2　簡易実験装置及び実験の手法
　以下の図 10 に示す簡易風洞装置を用い，流れの可視化
実験及び 6 分力計測実験を行う．

 
図 10 に示した実験装置では，送風機により台風時の強風
に見立てた風を送り，整流版により整えてから模型の長手
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いる風速計は，サンワサプライ株式会社製のデジタル風速計 CHE-WD1 である， 
また流れの可視化実験については，fog マシーンを用いて煙を発生させ，シートレーザーを照射して空気の流れを可視化
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以上の結果から，いずれの突起をつけた場合にも突起無しの場合よりも模型を地面に押し付けようとする力が大きい．こ

のことから，いずれの形状の突起をつけた場合でもパイプハウスが飛ばされる方向の力を弱める効果があることがわかる． 
高さを 0.5 m 相当のものから 1.5 m 相当のものへと変化させた場合，平均の力 Fz は 0.009 N から 0.021 N へと，増加し．

この時の変化量は 0.012 N(+133 %)であった．一方，突起の幅を 0.5 m 相当から 1.5 m 相当のものに変更した際の平均の力 Fz
は 0.094 N から-0.049 N へと減少している．この時の変化量は- 
0.143 N(-152 %)であった．このことからパイプハウスが飛ばされることを防ぐためには突起の高さを変化させるよりも幅を

減少させるほうが効果を期待することがきるといえる． 
溝の数を増やしていった場合は 2 個から 4 個に増やした場合は平均の力 Fz は 0.082 N から 0.010 N に減少している．この

3CAEおよび風洞実験を用いた強風時の農業用パイプハウスの被害低減についての考察



4.3　6 力計測実験結果
　6 力計測実験結果の 6 分力の内，地面に直角方向の力の
Fz を表 2 に示す．

4.4  流れの可視化実験結果
　以下に流れの可視化実験の結果を示す．なお，いずれの
場合も図の左側から風を当てている．

図 11，図 12 から分かる通り，突起をつけた場合の方が突
起をつけていない場合よりも，パイプハウスの風下側にで
きる渦の大きさが明らかに大きくなっている．この渦の発
生がパイプハウスを飛ばさない効果に関係していると考え
られる．
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6 結論 
 

今回パイプハウスの防災，減災ということでパイプハウスが飛ばされることを防ぐ方法について研究を行った．突起を

つけるとパイプハウスが飛ばされにくくなるということは先行研究によりわかっていたが，今回流れの可視化実験及び，

六力計測実験を行うことで先行研究を検証できたと考える．また，今回我々は突起の形や大きさを変更し，数値流体解析
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6　結論

　今回パイプハウスの防災，減災ということでパイプハウ
スが飛ばされることを防ぐ方法について研究を行った．突
起をつけるとパイプハウスが飛ばされにくくなるというこ
とは先行研究によりわかっていたが，今回流れの可視化実
験及び，六力計測実験を行うことで先行研究を検証できた
と考える．また，今回我々は突起の形や大きさを変更し，
数値流体解析や実験を行いよりパイプハウスを飛ばしにく
くする突起の形状を考察することができたと考える．
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1　緒言

　近年，ものづくり産業が変化を求められる中で製造プロ
セスにおける設計部門を中心とした業務の刷新に取り組む
ことは企業にとって重要な課題である 1)．企画構想から始
まり，製品設計，工程・設備設計，生産準備，アフターサー
ビスまでの一連業務のプロセスにおける，ジェネレーティ
ブデザイン（Generative Design，以下 GD とする）の意
義は，設計サイクルの生産性を向上させることにある．
GD では設計物に対して製造プロセスを認識する人工知能 
(AI) が計算によって様々な設計案を生成できる．複数生成
された案を比較検討することができる．人間の先入観を取
り除いた斬新な設計案を素早く複数作成できる 2)．
　本研究は市販品であるキックボードのフロントフォーク
の形状を，GD で再設計し新たな形状を生み出すことに
よって，製品の比強度を向上させることを目的としている． 
提案手法の概要は，Fusion 360（オートデスク）の機能で
ある GD 機能を使用し，フロントフォークにかかる荷重に
耐えうる形状を生成する． 提案手法の妥当性確認方法と
して，金属 3D プリンタを使用して Fusion360 上でデザイ
ンしたデータを出力し，実際のキックボードに取り付けて
使用することで実際に発生した荷重に耐えるかを検証す
る． 

2　設計方法

2.1　GD を用いた設計
　株式会社カワセのブランド「Kaiser」から販売されてい
るキックボードのフロントフォークの再設計をする．キッ
クボードを分解後，フロントフォークの採寸を行う．図 1

に Fusion360 でモデリングしたキックボードのフロント
フォーク周辺パーツを示す．図 1 は GD を作成する上で必
要な車輪取り付け部の穴位置を確認できる元データとして
使用する．
　フロントフォークの元データから保持ジオメトリ，障害
物ジオメトリ，荷重拘束，構造荷重，安全率，製造方法，
材質の必要なパラメータを入力し，GD を出力する．製造
方法として 3 軸マシニングセンタ，5 軸マシニングセンタ，
積層造形（Additive Manufacturing，AM），の 3 手法が
考えられる．GD で出力した結果として AI が推奨する製
品に金属 3D プリントのものが多く，出力された他の物品
と比較して，形状，比強度，安全率の点で優れているため，
積層造形を用いた場合の GD の結果を絞り込み，製作する
設計形状を決定する．
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あらゆる角度から複数の力やモーメントを加える．図 2 の
変位量結果より，実際の変形形状に近しく妥当性があると
考えられる．図 3 のひずみ量結果より，全体的に 0.0025 
程度であり，剛性は比較的高いと分かる．図 4 の応力結果
より，全体的に 100 ～ 150 MPa 程度であり，降伏応力を
大幅に下回っている．

3　製作工程

3.1　樹脂 3D プリンタでの造形
　GD で出力した設計で樹脂の 3D プリントを行い，設計
に致命的な不具合がないかを確認する．図 5 に樹脂によっ
て 3D プリントされたモデルを示す．樹脂 3D プリント品
では，立て型で造形することができた．横に伸びる部分や
ベッドに垂直に円を描く軸受部などに少し樹脂の垂れがあ
るが，サポート材やラフトを使用することなく造形できた．
3.2　金属 3D プリンタでの造形 
　本研究で使用する金属 3D プリンタ及びファーネスは，
Desktop Metal 社の「Studio システム 2」である．図 6 に
金属 3D プリンタ，図 7 にファーネスを示す．この製品の
大きな特長として，成形に有機溶剤を使用する必要がない
点が挙げられる．この性質を持ち合わせていることにより
安全かつ安心に造形，焼結の 2 ステップのみでモデルを作
ることが出来る．
　また，モデルの作成方法に BMD 方式を採用している為，
従来の工法では成形が困難であった複雑形状のモデルも作
成可能となっている．加えて，モデルを支える為に必要な
サポート材とモデルの間に融点の高いセラミックを押し出
す機構を備えているため，金属同士の結合を防ぎ成型後に
簡単にサポート材を取り除くことが出来る 3)．図 8 に金属
3D プリント設定画面を示す．紫色がサポート材，青色が
ラフト部，濃い紫色がセラミック層（インターフェース層）
を表す．

2.2　強度解析
　決定した GD 案がどの程度の強度を有するかを確認する
ため，Fusion360 内のシミュレーション機能を用いて確認
する．図 2 に変位量，図 3 にひずみ量，図 4 に応力のシミュ
レーション結果を示す．GD 設計段階にて，ねじ締結部（図
2 中の上部の穴 4 か所，下部の穴 2 か所）を保持ジオメト
リとして設計する．この内，上部の穴 4 か所に荷重拘束を
与える．6 か所の保持ジオメトリに，車輪から伝わるモー
メントや人からフロントフォークにかかる体重を想定して
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 GDで出力した設計で樹脂の 3Dプリントを行い，設計に致命的な不具合がないかを確認する．図 5 に樹脂によって 3Dプ

リントされたモデルを示す．樹脂 3D プリント品では，立て型で造形することができた．横に伸びる部分やベッドに垂直に

円を描く軸受部などに少し樹脂の垂れがあるが，サポート材やラフトを使用することなく造形できた． 
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本研究で使用する金属 3Dプリンタ及びファーネスは，Desktop Metal 社の「Studio システム 2」である．図 6 に金属 3Dプ

リンタ，図 7にファーネスを示す．この製品の大きな特長として，成形に有機溶剤を使用する必要がない点が挙げられる．

この性質を持ち合わせていることにより安全かつ安心に造形，焼結の 2 ステップのみでモデルを作ることが出来る． 
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4　結果

4.1　GD 案
　GD の結果から，図 9 に示す GD 案を造形する．ここで
図中の矢印は，設定時に入力した構造荷重とその方向を示
している．
　図 9 から読み取れるように GD では，構造荷重の設定で
大きく形状が変化することがわかる．一方向から大きな荷
重を設定すると形状が単純な形に収束するが，実際の使用
時に想定される比較的小さな荷重や回転モーメントを様々
な方向から加えるとより合理的な形状に収束することがわ
かる．
4.2　立て型での金属造形の失敗
　金属 3D プリンタで図 8 のようにモデルを立てた状態で
造形すると，図 10 に示すように造形途中でモデルが折れ
て失敗した．白っぽく見える糸状のものはセラミックの塊
である．このセラミックは製品とサポート材の間に生成さ
れ，離型を容易にする役割を果たしている．
4.3　横型造形への改良
　立て型造形の失敗から，モデルを横倒しにして造形する．
この結果，図 11 に示すように途中でモデルが折れること
なく金属 3D プリンタにて造形することに成功した．
4.4　焼結後の GD モデル
　金属 3D プリンタで造形したモデルをファーネスにて焼
結する．焼結後に取り出した図 9 の GD モデルを図 12 に
示す．設計通りの GD モデルを焼結することが出来た．
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図 8　金属 3D プリント設定画面

また，モデルの作成方法に BMD 方式を採用している為，従来の工法では成形が困難であった複雑形状のモデルも作成

可能となっている．加えて，モデルを支える為に必要なサポート材とモデルの間に融点の高いセラミックを押し出す機構

を備えているため，金属同士の結合を防ぎ成型後に簡単にサポート材を取り除くことが出来る 3)．図 8に金属 3Dプリント

設定画面を示す．紫色がサポート材，青色がラフト部，濃い紫色がセラミック層（インターフェース層）を表す． 
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5　考察

　金属 3D プリンタでは，モデルを立てた状態で造形を行
うと折れたが，横向きにすることで造形を成功させること
が出来た．このような現象が発生する理由には，造形物の
自重が関係していると考えられる．図 10 に示した失敗例
から読み取れるように，造形が一定の高さまで進んだ途端，
自重に耐えることが出来ず折れたと考えられる．このこと
を踏まえてモデルを横向きにすることで，自重を一点に集
中させることなく造形を完遂させることに成功した．

6　結言

　本研究では造形物の自重を考えて造形を行う必要がある
という金属 3D プリンタの性質を把握することが出来た．
このような性質の多くを理解していくことで，ジェネレー
ティブデザインと金属 3D プリンタを組み合わせた造形を
様々なものに生かしていくことが出来る．今後の予定とし
て，造形・焼結したものを，キックボードに取り付ける．
その後，実際に使用可能か検証を行う．

図 10　立て型造形の失敗
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* 機械工学科 4 年

溝上穹 *，鎌谷恵衣 *，宮本博司 *，水田来悟 *，尾崎充紀，
島田大嗣，福田龍一，須田敦，谷口幸典 , 福岡寛

1　緒言

　SDGs の 7.3. とは『2030 年までに , 世界全体のエネルギー
効率を倍増させる .』という達成目標である 1). また日本自
動車工業会によれば 2021 年の世界全体の四輪車生産台数
は 8014 万 6 千台であり，生産台数は年々増加している 2). そ
のため四輪車のエネルギー効率を倍増させることは持続可
能な社会を実現するためには必要不可欠である . 国土交通
省によれば四輪車からの CO2 排出量は我が国全体の約 2
割占めており，CO2 排出量の削減のためにも自動車の燃
費性能を改善させることが極めて重要であるという 3). 燃
費性能向上のためには，内燃機関の燃焼効率の改善や駆動
ロスの低減，加速に必要なエネルギーを減らすための軽量
化や空気抵抗の削減など様々な改良が必要になる．その中
でも私たちは車体の軽量化に着目した . 本研究では実用金
属で最も軽量なマグネシウムを自動車のボディに使用する
ことで車体の軽量化をはかる . マグネシウムを使用する理
由としては , 高い比強度 , 比剛性 , 耐くぼみ性 , リサイク
ル性 , 振動吸収性を有することから自動車の材質として適
切であると判断したからである . しかしマグネシウムが持
つ欠点として延性と熱容量の小ささ , 熱伝導の大きさが挙

げられる 4) 5). これらの性質が塑性加工と溶接を困難にして
いる . 自動車の製作に当たり , 塑性加工と溶接が必須であ
ることは言うまでもなく , それがマグネシウム合金を使用
した自動車開発の妨げになっている . そこで本研究では実
験的に本校のシンボルとなっているノースアメリカン T6
練習機の 1/22 モデルとしたボディを難燃性マグネシウム
合金で製作し , どうすればマグネシウム合金に塑性加工と
溶接を施すことができるのかについて調べる .

2　塑性加工

2.1　事前調査
　塑性加工を施したボディ部品を製作するにあたって , 熱
処理や加工を施さない状態でマグネシウムを曲げ , どのく
らいの変形やスプリングバックが生じるかなどの機械的性
質について調査する必要がある . そこで未処理のマグネシ
ウム合金を人力で曲げる．まず板厚 0.5 mm の板材をφ80 mm
の軸を使って巻き付ける．人力で円筒に成形することは可
能であるが , スプリングバックが大きいためその形状を保
持したまま動かすことはできない . しかし手を離した後は
緩く R がついた扇形に塑性変形した . 次に板厚 0.5 mm に
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しかし今回行うような温間成形は，加熱した板材を革手袋
をした人間が鋼材を押し付け成形するため，火傷の危険を
伴う . よって安全な加工方法を検討する必要がある .
2.3　焼なまし
　温間成形がかなりの危険を伴うものであったため電気炉
を用いて焼なましを行った . 40 分かけて 400℃まで加熱し
たのち , 40 分保持 , 40 分徐冷という条件で焼なましを行っ
た． 焼なましを行うことでφ 20mm の鋼材で材料を半円
に成形することができた．図 2 は比較的薄い板材を曲面に
加工することが可能な 3 本ロールベンダーである．この器
具を用いて焼なましを行った材料を円筒形状に加工した．
成形したボディの部品を図 3 に示す．

板材をφ 30 mm の軸を使って巻き付けた . 人力で円筒に
成形することができなかった . また無理に加工したため材
料が歪んでしまい , 異音が鳴ったのち割れた . 最後に板厚
1.0 mm の板材をφ 80 mm の軸を使って巻き付けた．完
全に円筒に成形することはできなかったが , 手を離した後
はφ 30 mm の軸に沿う形で V の字に塑性変形した．上記
の結果を表 1 にまとめる．
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　未処理のマグネシウム合金での成形が難しいと判断した
ため , 電気炉で加熱した後に鋼材で巻き付けて成形する実
験を行う . マグネシウム合金である AZ31 はフランジ温度
225℃で成形性が最も向上することから 5), まず 230℃まで
温めた板厚 1mm の板材にφ 16mm の鋼材を押し付けた . 
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できた . 最後に加熱温度 370℃まで上げφ 20mm の鋼材を
押し付けたところ，図 1 の右側の半円に示す通りきれいに
半円に成形できた．上記の実験結果を表 2 に示す．

2.4　深絞り加工
　溶接しろを考慮し，φ 80mm, 深さ 20mm, 絞り比 1.5 の
カップの成形を目指した . そこで材料がどの程度の加圧力
で絞れるのか , もしくは破断するのかを調査する必要が
あったため , 万能試験機を用いて圧縮試験を行う要領で深
絞り加工を行った . 図 4 に今回使用したパンチとダイを示
す . パンチはφ 75 mm の鋼材 , ダイはφ 80 mm の真鍮を
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1 緒言 
 

SDGs の 7.3.とは 2030 年までに, 世界全体のエネルギー効率を倍増させる. という達成目標である 1). また日本自動車工業

会によれば 2021 年の世界全体の四輪車生産台数は 8014 万 6 千台であり, 生産台数は年々増加している 2). そのため四輪車の

エネルギー効率を倍増させることは持続可能な社会を実現するためには必要不可欠である. 国土交通省によれば四輪車から

の CO2 排出量は我が国全体の約 2 割占めており，CO2 排出量の削減のためにも自動車の燃費性能を改善させることが極め

て重要であるという 3). 燃費性能向上のためには，内燃機関の燃焼効率の改善や駆動ロスの低減，加速に必要なエネルギー

を減らすための軽量化や空気抵抗の削減など様々な改良が必要になる．その中でも私たちは車体の軽量化に着目した. 本研

究では実用金属で最も軽量なマグネシウムを自動車のボディに使用することで車体の軽量化をはかる. マグネシウムを使用

する理由としては, 高い比強度, 比剛性, 耐くぼみ性, リサイクル性, 振動吸収性を有することから自動車の材質として適切で

あると判断したからである. しかしマグネシウムが持つ欠点として延性と熱容量の小ささ, 熱伝導の大きさが挙げられる 4) 
5). これらの性質が塑性加工と溶接を困難にしている. 自動車の製作に当たり, 塑性加工と溶接が必須であることは言うまで

もなく, それがマグネシウム合金を使用した自動車開発の妨げになっている. そこで本研究では実験的に本校のシンボルと

なっているノースアメリカン T6 練習機の 1/22 モデルとしたボディを難燃性マグネシウム合金で製作し, どうすればマグネ

シウム合金に塑性加工と溶接を施すことができるのかについて調べる. 
 

2 塑性加工 
 
2.1 事前調査 
 塑性加工を施したボディ部品を製作するにあたって, 熱処理や加工を施さない状態でマグネシウムを曲げ, どのくらいの

変形やスプリングバックが生じるかなどの機械的性質について調査する必要がある. そこで未処理のマグネシウム合金を人

力で曲げる．まず板厚 0.5 mmの板材をφ80 mmの軸を使って巻き付ける．人力で円筒に成形することは可能であるが, スプ

リングバックが大きいためその形状を保持したまま動かすことはできない. しかし手を離した後は緩く R が着いた扇形に塑

性変形した.次に板厚 0.5 mm に板材をφ30 mm の軸を使って巻き付けた. 人力で円筒に成形することができなかった.また無

理に加工したため材料が歪んでしまい, 異音が鳴ったのち割れた.最後に板厚 1.0 mm の板材をφ80 mm の軸を使って巻き付

けた．完全に円筒に成形することはできなかったが, 手を離した後はφ30 mm の軸に沿う形で V の字に塑性変形した．上記

の結果を表 1 にまとめる． 
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板厚(mm) 軸径(mm) 成形 形状保持 塑性変形 

0.5 φ80 可能 不可能 微量 
0.5 φ30 破断 ――― ――― 
1.0 φ80 不可能 不可能 微量 
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用いている . なお , φ 120 mm , 板厚 1 mm の円形材料を
使用したため , クリアランスは 1.5 mmである . 試験片は 0.7 
tonf を超えたあたりから異音が鳴り始め 1 tonf でせん断
した . 破断した試験片を図 5 に示す . 原因としてパンチと
ダイの中心が合っていなかったことや , ダイの面取りを
行っていなかったことが考えられる．よって C2 の面取り

を行い再度加工した．しかし 2 tonf を超えたあたりで突
如材料が波打ちそのまま破断した . 試験片の様子を図 6 に
示す．そこで，材料のせん断を妨げる形状でなおかつ材料
が取り外せなくなった際に破壊できるよう，3D プリンター
でプラ型を製作し深絞り加工を行うことにした . 今回使用
したプラ型を図 7 に示す．

図 4. 使用したパンチ ( 左 ) とダイ ( 右 )
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るのか, もしくは破断するのかを調査する必要があったため, 万能試験機を用いて圧縮試験を行う要領で深絞り加工を行っ
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図 7 に示したプラ型では中心の位置合わせを行う為にガイ
ド棒を両端に取り付け , パンチには勾配を , ダイのふちに
は面取りを行う . 一度型の性能を確かめるためアルミニウ
ム合金で実験を行ったが問題なく絞れたことからプラ型の
性能は検証済みである . しかしマグネシウムで絞りを行う
と 1 tonf まではアルミニウム合金と同じように絞れたにも関

わらず 1.2 tonf を超えたあたりから異音が鳴り始めた . 2 
tonf まで荷重をかけたが , 図 8 に示すようにダイ内で散失
していることが分かった . この実験を通してマグネシウム
合金を深絞り加工することは上記の条件では無理であると
判断した．
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　当初 passpo と呼ばれるアークスポット溶接機を使用し
た . passpo は電流が 45kA, 電圧が 100V 流れる . しかし鋼
用のスポット溶接機であった為 , 接合することができな
かった . よって TIG アークスポット溶接機を使用し , 溶接
電流 , アークスポット時間 , ダウンスロープ時間の値を調
整することで接合を試みた . 総実験回数は 32 回である . 溶
接電流 ,　アークスポット時間 , 並びにダウンスロープ時
間の関係は図 9 に示す .

3　アークスポット溶接

　通常アークスポットとダウンスロープの時間は等しい .　
またクレータフィラ電流とは溶接電流の 30% の出力の電
流であり , 出力がクレータフィラ電流に達するまで電流は
流れる . 以下にマグネシウムの特性が顕著に示された条件
と溶接の結果を表 3 に示す .

　上記の実験から溶接電流170A, アークスポット時間 0.25
秒 , ダウンスロープ 1.5 秒の溶接条件がマグネシウムの接
合に最適であった . そこで上記の条件で部品を接合し

た . 曲面の接合は曲率を合わせる必要があり , 精度を必要
とするが , 上記の条件であれば平面 , 曲面ともに図 10 に示
すように接合することができた . また , 連続で溶接を行う

表 3. TIG アークスポット溶接実験結果
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ウムの塑性加工を行うという目的を達成したとは言い難
い．しかし TIG アークスポット溶接での接合条件を発見
できたことは将来の産業に寄与できたのではないかと考え
る．最後に今回塑性加工と溶接を用いて製作した難燃性マ
グネシウムラジコンカーのボディを図 11 に , 第 32 回学生
マグネシウムデザインコンテスト授賞式の様子を図 12 に
示す .

と材料の温度が上がり，溶接時に材料が溶けてしまうため
注意しなければならない .

4　結言

　焼なましを行うことでマグネシウム合金を用いた曲げ加
工ができた . しかし深絞り加工は失敗に終わり，マグネシ
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図 11. 完成した製品 
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1　はじめに

　長い歴史の中で、ものづくりは高度化していき、ハード
ウェアから電気の分野が誕生し、そこからソフトウェアや
情報通信へと幅広く発展してきた。これにより各分野別に
異なる知識が必要となり、現在に至るまで様々な分野でた
くさんのエンジニアがものづくりを支えてきた。しかしこ
れは逆に、各分野でものづくりが束縛され、斬新な発想で
発展してきた本来のものづくりの機能は失われつつあり、
ものづくりという一つの概念自体がシステム化された大き
なものとして社会の一部に取り入れられていることとな
る。
　近年では新しい価値創出が社会的に重要になっており、
それにはやはりものづくりの原点に立ち戻り、本来あるべ
き分野横断による考え方が非常に重要なものとなる。その
考え方とは、高いレイヤーである情報は電気信号によって
構成されているものであり、電気的な出力はアクチュエー
タにより、より低いレイヤーである物理的な運動に変換さ
れ、といった風な考え方である。この考え方を用いること
で、一つの分野では成しえなかった課題の解決策を別の視
点から眺める視野の広いアプローチにもつなげることがで
き、またその自由な発想により、様々なイノベーションを

起こすことも可能となる。
　これを分かりやすく表した TechRing 活動の指標とし
て、以下に示す「TechRing3 つの起業」というものを提
唱している。
　1. 学科交流イベントの起業
　2. 技術交流プロジェクトの起業
　3. 共同開発プロジェクトの起業
　本取組では、その目的のもと始動した TechRing 活動で
行った各種活動とその実績について、上記「TechRing3
つの起業」で提示した各活動目標の順に報告する。

2　分野をまたいだ技術 LT 大会「TechCafe」の開催

2.1　概要
　学科を跨ぐ交流イベントとして、TechRing で開催する
年に一度の学内一大 LT イベント「TechCafe」を夏休み
に開催した。これは 1. で述べた TechCafe の活動指標の一
つ目「学科交流イベントの起業」という目標を達成するた
めの活動である。学科を隔てた LT 登壇者と参加者で仲を
深め、技術的な交流を作る場として TechRing 運営 4 団体
に加え、配信協力として放送部が運営に参加し、計 5 団体
で計画し実行した。2023 年 9 月 19 日（火）の 14 時から

* 電気工学科 4 年

石田優仁 *，須田敦，谷口幸典，福岡寛，大谷真弘

TechRing activities and results 
‐ Technical exchange and co-production beyond departments ‐

Yujin ISHIDA*，Atsushi SUDA，Yukinori TANIGUCHI，Hiroshi FUKUOKA，Masahiro OTANI

　本活動は奈良工業高等専門学校での多分野の異なるレイヤーにてものづくりを行うにあたって必要な、学科
を横断する交流を目的としたイベントを行い、そこで得られた仲間とともに共同製作につなげ、最終的には起
業できるようにすることを目的としている。その目的達成のために、各分野を代表して同好会 / 部活動 4 団体

「機械研究会」「電気技術研究会」「システム開発研究会」「情報処理研究会」がコラボし、校内にてイベントや
共同製作が分野を横断してできるシステムとして成立させ、2023 年 1 月にこれを TechRing 活動と名付けた。
このような交流で目標を達成していくアプローチは、SDGs の第 17 項目「パートナーシップで目標を達成し
よう」を推進し、学科を超えた自由な発想でイノベーションを起こすという点では、第 9 項目の「産業と技術
革新の基礎をつくろう」の達成に貢献している。 

TechRing による活動とその成果
―学科を超えた技術交流と共同製作―
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当日の登壇の様子を図 2.3 にそれぞれ示す。いずれも目的
とした学科を超えた交流は成せたが、技術交流とするには
程遠く、また参加者も少なかったため、今回のイベント後
に実施したアンケート結果を踏まえ、次年以降はもっと活
発なものにしていく。

開催し、場所は地域創生交流室で行った。初回のテーマは
「WA ～輪・和・話～」。当日の告知ポスターを図 2.1 に示す。
2.2　当日の様子
　当日は 8 人の登壇者に加え、5 人ほどの参加者が参加し、
計 13 人ほどで交流した。タイムスケジュールを図 2.2 に、

述べた活動指標の二つ目「技術交流イベントの起業」に相
当する活動となる。
3.2　当日の様子
　展示当日の様子を以下の図 3.2、図 3.3 に示す。当日展
示に参加できたのは TechRing 団体のシステム開発研究会
を除く 3 団体であったが、各分野で製作されたプチ科展の
ような展示が実現でき、jig.jp の福野泰介の一日一創 2 や
サイボウズの kintoneGeeks blog3 でも紹介され好評となっ
た。
　また、TechRing を実際に設立した思いを当日のプレゼ
ン部門で発表した（図 3.4）。他にもこの展示を行うことで、
奈良高専で行われている活動の一つとして、本校全体の広

3　Maker Faire Kyoto 2023 への共同出展

3.1　概要
　TechRing 各団体が製作した製作品をアウトプットする
場として、高専祭がある。しかし高専祭の来場者数は限ら
れており、また校内で完結する展示のため、専門的な意見
を取り入れ技術的な交流をし、また他の展示から影響を受
ける場としてはふさわしくない。そこで、その技術交流に
ふさわしい展示場所として、図 3.1 に示す Make: Japan の
催す技術の祭典「Maker Faire」にて展示することとし、
実際に 2023 年 4 月 29 日 30 日両日に京都で開催された
Maker Faire Kyoto 2023 に共同出展を行った。これは 1. で
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報や、3 団体まとめて展示することで教員の省力化にもつ
ながるという利点を得られた。今後とも継続し、各団体の

成果発表とその延長にある技術交流の場として、この外部
共同展示を行っていくこととする。

4　技術支援のための学内コンテスト
「IoT Creative Contest」開催

4.1　概要
　TechRing ３つの起業における最後の活動指標である

「共同開発プロジェクトの起業」は、学生が自発的に行う
には少々ハードルの高いものとなっており、また予算や技

術、人脈も必要となってしまう。そこで今回、それらのハー
ドルを乗り越えるため、学内で行うコンテスト「IoT 
Creative Contest」を開催するに至った。これは、奈良高
専学生アイデアチャレンジの予算を受け開発された実践的
なボード「Turtle Pico」を使用したキットを通じ、学科
を隔てた参加者を募集し、そこで学びながら分野を横断し
た共同開発を行うといったものになっている。開催は夏休

図 3.1 Maker Faire1
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 展示当日の様子を以下の図 3.2、図 3.3 に示す。当日展示に参加できたのは TechRing 団体のシステム開発研究会を除く 3
団体であったが、各分野で製作されたプチ科展のような展示が実現でき、jig.jp の福野泰介の一日一創 2 やサイボウズの

kintoneGeeks blog3でも紹介され好評となった。 
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5　おわりに

　本取組では、近年注目されている分野横断したものづく
りを、学生間で自由に行えるよう TechRing として活動し
てきた。本稿で取り上げた活動を大筋とし、今後さらに幅
を広げ、TEDx（Technology, Entertainment, Design）の
開催や共同製作における学生アイデアチャレンジの応募、
NicoTech や Maker Faire への製作物の発信を行っていき、
1. で述べたような 3 つの起業の達成を目指す。
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物質化学科 2 名の計 10 名で開催。Turtle Pico の外観を図
4.2 に、開催中の様子を図 4.3 にそれぞれ示す。
　開会式から始まり、修了式まで参加し続けた学生には修
了証を配布し、次年度以降の運営参加権利を得、今後とも
継続して TechRing の活動として開催していくこととす
る。

みまで参加者を募集し、夏休みの開始と同時に 1 か月と半
分で学習、その後の 1 か月と半分を製作期間に費やし、最
終的に高専祭への展示を目標にしている。開催告知ポス
ターを図 4.1 に示す。
4.2　開催の様子
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る。開催告知ポスターを図 4.1 に示す。 
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図 4.3 開催中の様子
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ISHIMIZU Sayaka

　　　The aim of this study was to help students in need of developing a self-study habit outside the 
classroom to allocate longer self-study hours by the use of a modified monthly study tracker designed for 
the contents of lessons. The study participants included first-year engineering majors attending a national 
institute of technology (KOSEN), who were enrolled in the first semester of a year-round English course. 
The findings suggest that the use of the modified monthly study tracker for monitoring study habits and 
self-study hours play a role in allowing for an overview of students’ study habits and increasing self-study 
hours.

Keywords:The Bullet Journal method (BuJo),  Self-efficacy,  Self-monitoring,  Self-regulatory cycle

A Modified Monthly Study Tracker 
Designed for the Contents of Lessons

1. Introduction

　　　The National Institute of Technology (KOSEN) is an educational institution providing five years of specialized 
engineering education after finishing junior high school. The KOSEN students study theory and acquire practical 
engineering skills at the university level during these five years. After graduating from KOSEN, some students enter 
the job market and others transfer to universities. KOSEN has a credit system which differs from universities. One 
credit from KOSEN consists of 30 credit hours while university counterparts consist of 45 credit hours with a 
significant amount of self-directed study. As the scholastic year progresses, some KOSEN courses have a credit 
system similar to universities that includes a generous amount of self-study hours in preparation for a university 
transfer. 
　　　The Institute of Social Science, the University of Tokyo (ISS) and the Benesse Educational Research and 
Development Institute (2022) conducted surveys on educational activities of students who were in elementary schools, 
junior high schools, or senior high schools in 2019, 2020, and 2021. The surveys included study hours of educational 
activities taking place outside the classroom, and the results showed that the junior high school students spent 38 
minutes per day on self-study while the senior high school students spent 49 minutes per day in 2021. 
　　　The participants in this study included 172 of 213 first-year KOSEN students who were enrolled in the first 
semester of the year-round English course conducted by the author beginning in April 2022. Most of the students 
graduated from junior high school in March 2022. The author conducted a survey on self-study hours for the year-
round English course of the participants during the first two months of the course in April and May 2022, using the 
monthly study tracker (Ishimizu, 2020). The result was that the participants spent 77.89 minutes per week on self-
study for class-content preparation, class-content review, assignments, and preparation for vocabulary quizzes. 
Realizing their self-study hours mostly consisted of preparation for vocabulary quizzes conducted weekly, the author 
was urged to introduce a teaching approach encouraging students to become autonomous learners.  
　　　The author had introduced the monthly study trackers (Ishimizu, 2020) to help the students taking the courses 
conducted by the author to monitor their own study habits since 2019. The author developed the monthly study 
tracker on the concept of the Bullet Journal Method (BuJo), which is a hand-written journaling system of the personal 
organization created by a digital designer Ryder Carroll and is customizable according to users’ needs. While the 
monthly study tracker developed by the author played a role in allowing students to monitor their study habits and 
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facilitate the organization of class requirements (Ishimizu, 2020), it was uncertain whether the monthly study tracker 
prompted an increase in study hours outside the classroom. Therefore, the author modified the monthly study tracker 
according to the requirements of each class such as the date of quizzes and submission of assignments and 
distributed this modified monthly study tracker to each class, resulting in an increase in self-study hours. 

2. Literature review 

2.1. The Bullet Journal method (BuJo)　 
　　　Carroll (2018) states that the Bullet Journal method (BuJo) “will help you track the past and order the present 
so that you can design your future.” It is a method of the customizable personal organization system designed to suit 
users’ needs unlike a planner instructing users how to use it. As he states, it is “the analog system for the digital age.” 
A pen and a notebook are all that is needed to start. According to Carroll (2018), BuJo “helps you identify and focus 
on what is meaningful by stripping away what is meaningless.”
　　　The BuJo method includes a system composed of two elements: Rapid Logging and Collections. Rapid Logging 
involves taking notes or journaling. Journaling facilitates preparation and review of lessons by recording thoughts 
derived from lessons. Yet, Carroll (2018) points out that the problem with traditional journaling is “that it is loosely 
structured and time-intensive,” making it difficult to incorporate it into a daily routine. He says “Rapid logging 
leverages the best aspects of journaling by stripping away everything that’s not essential.” Collections consists of the 
Daily Log, Monthly Log, Future Log, and Index. The contents of Collections are logged by Rapid Logging. The 
Monthly Log is arranged as a spread of facing pages with a linear calendar page on one side and a task page on the 
other, which “offers a bird’s-eye view of the things you have to do, as well as your available time” (Carroll, 2018).
2.1.1. Trackers
　　　It is common for the Bullet Journalists to incorporate Trackers into their Bullet Journals to monitor progress 
toward goals. “Trackers are a great example of how we can take larger goals and deconstruct them into smaller 
actionable steps” (Carroll, 2018). Adopting a habit tracker into your Monthly Log facilitates monitoring habits which 
you want to develop in your daily routine. The monthly study tracker (Ishimizu, 2020) consists of the Monthly Log 
and Trackers to allow for an overview of students’ study habits and facilitating the organization of class 
requirements. 
2.1.2. Goals and Sprints
　　　As Carroll (2018) says, “Goals give us the opportunity to define what we want,” setting goals helps us focus on 
what we want to achieve. In the monthly study tracker (Ishimizu, 2020), goals are set for the month, which might be 
more difficult to attain. Therefore, the goals should be divided into small feasible tasks assigned to each week. 
According to Carroll (2018) , “Breaking down long-term goals into smaller, self-contained goals can turn what seems 
like a marathon into a series of sprints. Sprints cover the same ground, just in shorter, more manageable intervals.” 
Sprints are a weekly to-do list allowing for these smaller tasks to be accomplished over 7 days, resulting in more 
flexibility than a traditional to-do list that includes daily tasks. 
2.2. Self-efficacy
　　　The introduction of self-efficacy to a teaching approach by monitoring study habits may facilitate nurturing 
autonomous learners. According to Bandura (1994), self-efficacy is defined as “people’s beliefs about their capabilities 
to produce designated levels of performance that exercise influence over events that affect their lives.” He mentions 
that with a strong sense of self-efficacy, people “approach difficult tasks as challenges to be mastered rather than as 
threats to be avoided.” 
　　　According to Bandura (1994), the four main sources of influence below can help people enhance beliefs about 
their self-efficacy:
(1) mastery experiences;
(2) the vicarious experiences provided by social models;
(3) social persuasion;
(4) reducing stress reactions and altering negative emotional proclivities and misinterpretations of their physical 
states.
　　　In their first years in KOSEN, students take KOSEN credit courses, where credits can be gained with 
relatively fewer self-directed learning hours outside the classroom. However, as they advance, they are required to 
engage in much longer self-study hours to complete coursework, indicating that a teaching approach fostering self-
efficacy may help students study autonomously.
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2.3. Self-monitoring
　　　Introducing a teaching approach with self-monitoring seems to be essential to provide the four main sources of 
influence that develop students’ beliefs about their perceived self-efficacy, encouraging students to nurture self-
monitoring. Mace, Belfiore, and Hutchinson (2001) mention that self-monitoring includes two steps:
(1) self-monitoring requires the individual to discriminate the occurrence of the target response that is to be 
controlled;
(2) the individual records (i.e., self-recording) some dimension of the target response (i.e., frequency, duration, or 
latency).
2.4. Self-regulatory cycle
　　　According to Zimmerman, Bonner, and Kovach (1996), “high achievers report setting more specific learning 
goals for themselves, using more strategies to learn, self-monitoring learning progress more frequently, and more 
systematically adapting their efforts on the basis of learning outcomes,” which can be implemented by self-regulatory 
cycle “designed to enhance not only students’ learning but also their perception of self-efficacy or control over the 
learning process.” 

3. Research question

　　　As the scholastic year progresses, KOSEN students are required to study more autonomously in order to 
obtain course credits which are complemented by a considerable amount of self-study hours outside the classroom. 
Therefore, it is necessary to incorporate an approach into the study environment that encourages students to study 
autonomously, not only in class but also outside the classroom. After introducing the monthly study tracker modified 
for each of the class requirements in an English course, it was considered helpful to determine whether the use of 
modified monthly study trackers: played a role in helping students to allocate longer self-study hours outside the 
classroom for course preparation and review.  

4. Experiment

4.1. Method
4.1.1. Participants 
　　　Participants in this study included 172 first-year KOSEN students majoring in mechanical engineering, 
electrical engineering, control engineering, information engineering, or chemical engineering, who were enrolled in a 
required year-round English course called “English I.” The course was 90 to 180 minutes per week, depending on 
specific majors. Mechanical engineering and control engineering majors took a 90-minute class each week, and 
electrical engineering, information engineering, and chemical engineering majors took two 90-minute classes each 
week. 
4.1.2. Procedure
　　　The author of this study served as a language teacher in the English I course. The study was conducted 
during the first 16-week semester from April 2022 to August 2022. The goal of the course was to nurture reading 
comprehension, basic grammatical competence, and vocabulary acquisition in the language by learning the language 
in a comprehensive approach. 
(1) Introduction of a monthly study tracker
　　　In the first class of the academic year 2022, the author distributed the first monthly study trackers to the 
English I students with guides on how to log self-study habits for English I. The first monthly study tracker included 
a sample with translation and guides printed on its back (See Appendix 1). After the students tracked their self-study 
habits using the first monthly study trackers for a month, the author collected all the trackers at the beginning of the 
following month to see whether the students took notes on their self-study habits. At the end of the month, blank 
monthly study trackers for the next month were distributed to the students. 
(2) Customization 
　　　At the beginning of each month, the author collected the monthly study trackers. After collecting the first 
monthly study trackers, the author observed that lower achievers were not able to utilize the monthly study trackers 
to take inventory of their study habits, providing some hints on how to customize the upcoming monthly study 
trackers for the students to facilitate preparation for the class. The author added schedules, coverage of word 
quizzes, and assignment submission dates depending on each major (See Appendix 2).
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5. Results and Discussion

　　　When the author first collected the monthly study trackers in early May, an average of 77.89 minutes was 
spent on self-study per week in April, 106.85 minutes in May, 126.64 minutes in June, and 163.65 minutes in July. The 
increase of May seemed to be attributed greatly to preparation for mid-term examinations administered in early June. 
A similar increase was observed in the monthly study trackers for July when final semester examinations were 
administered at the end of the month. The increase observed in the June monthly study tracker modified for each of 
the class requirements appeared to result from preparation for the mid-term examination; however, some students 
maintained long self-study hours after the examinations, which seemed to be attributed to the customization added to 
the monthly study tracker, allowing for reminding the students of what to do to attain their goals.
　　　In addition to the modified monthly study tracker, the author who was teaching the course conducted 
vocabulary quizzes on a weekly basis and communicated the results to the students before the following week so 
that they were able to see how much effort was required to achieve the desired results.
　　　The students summarized their monthly self-study habits in an overview of the month. The overviews enabled 
the author to observe how the students spent their self-study hours outside the classroom. The following are 
overviews from some of the students translated into English by the author:
(1) realized how important it is to study on a daily basis;
(2) made rules for myself to prevent wasting time;
(3) tended to forget words easily when memorizing them without example sentences;
(4) realized it is necessary to make a study plan flexible enough to adjust to unexpected schedule changes;
(5) doubled self-study hours for examinations, but resulted in a poor performance, which means I need to review 
learning strategies;
(6) shocked at the test results, and realized that I should have spent more time on preparation for the examinations.
　　　The research question posed in this study included: Does the use of modified monthly study trackers play a 
role in helping students to allocate longer self-study hours outside the classroom for course preparation and review? 
The results of this study suggest that using modified monthly study trackers designed for lesson contents enabled 
students to monitor their study habits and achievement so that they might increase their study hours outside the 
classroom. 
　　　This study had a number of limitations, including its small sample size and the fact that the data collection 
occurred during a short period of time. A larger sample size and a longer period of data collection may have revealed 
different and more valuable results. Further research is required in order to clarify these possibilities. On the other 
hand, the aim of the modified monthly study tracker is to monitor students’ study habits and increase self-study 
hours. In this sense, the author was able to observe an increase in self-directed study hours outside the classroom.

6. Conclusion

　　　This study investigated a teaching approach using a modified monthly study tracker designed for the contents 
of lessons. The modified monthly study tracker can be developed with a pen and a notebook, implying its possibility 
of easy application in a classroom environment. 
　　　By utilizing a modified monthly study tracker, students obtained opportunities to monitor their self-study 
habits so that they might increase their beliefs about their self-efficacy and self-directed study hours. The implications 
gained from this study can be applied to students who need to develop good self-study habits.
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Appendix 2: The modified monthly study trackers designed for the requirements of each class
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季 七 恋 旅 述 植 動 山 水 居 降 聳 光 神 釈 人 名 衣 時 夜 風 聞

風人秋せかのきあ のりよまいにみ よなるをし15

夕山旅るなさかそまや はれくえこふゆ25

53 ふりそむる あしたのゆきに こまなへて 冬 獣 降 朝

人□冬とひこやみたた はふとをのれか45

55 やふしわかす もとめはうめや はなもみむ 春 草木

□春けかきむさるは のらむるたせあ65

衣聳居衣春せかもろこ みすかのはきの ふこかまひ75

58 やまにもみこそ かくしわひぬれ 春 述 山 人

59 おもひたつ ひとへこころに よをいてて 述

釈はやすらなりの もくきをきさあ06

61 わたれひと ふねまつほとの みつもなし 船 水 人

降居夏とやのれたみさ ぬていもるるは26

63 つき 夜光聳月秋むらぬけふ にこついのもく きうそ

夜虫秋けかふとるたほ にかややひはよ46

風草秋てしへたこ のひもおぬはい せかにきを56

夕恋むはのしかかい はらしのへふゆ66

人恋にへのちみ のむかゆやれわ れかうちま76

人恋しらかなろここ もとひやはえみ86

69 やまさとの はなをかへさに をりわひて 春 木 山 居

70 たつねよまたも なきさくらかは 春 木

□春むらすくつ をひるはらたあ となにたた17

72 ねさめするよの うつるたにをし 夜

聞夜降枕冬てにらくま をれくしのそよ はけきとお37

74 くもらぬつき 夜光月秋そひもおなのも に

居秋きあのへの むみはやにとや はすさらあ57

76 むしのいろいろ みたれてそなく 秋 虫

風降秋てきおゆつ にえたとのせか るついちま77

衣水船てそすさねふを しまやもれをし87

水草やれなさわ るかしあへもお をつたりお97

恋そろここふかた てかいにちひこ08

人恋むらなとひ きしめらうれた きうはやよ18

述やめらさらかか そめせなをいお28

夜降冬てひわしふ によもしはゆふ れくしはきあ38

夜△居木冬ほいのきつかあ くゆりふはのこ48

85 かけさひし あらしやつき 風夜光月秋むらるこの に

86 やまさむけにも まつむしそなく 秋 虫 山

□秋てきはきあ にかみすしらあ もたかるよ78

夕人れくふゆるゆみ のろここのとひ88

人むらなねた をきうのみほな やたうむよ98

90 おもひをのへは ものことにあり

91 さくはなの かたはらとほく かすむのに 春 木 聳

92 はやしをしめて すめるのとけさ 春 木

聞▽春ゑこのねか のかくいはるは たたしかき39

94 ひかりもかけも けにそはかなき

夜水山鳥船夏ねふひかう のはかまやたか るすしもと59

夜△水夏よのつなるくあ しやはりよつみ69

聞神水夏てえはりを にのしゑこゑこ のみなささ79

風木秋けかるちきなや ぬちたせかつは89

99 つゆみたれ ひくらしなきて のこるひに 秋 虫 降 光

人秋らそのきあたた はろいむしにみ00

名
　
裏
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季 七 恋 旅 述 植 動 山 水 居 降 聳 光 神 釈 人 名 衣 時 夜 風 聞

01 すみよしの まつこそみちの しるへなれ 松 木 名

02 とほさとをのの  ゆゆききのかへるさ 冬 旅 降 名

03 ふねよする はまへのまさこ  つつききさえて 冬 船月 旅 水 光 夜

04 こゑもむらむら ちとりなくなり 冬 鳥 聞

05 わかかとの いなはいろつき ふくかせに 秋 草 居 人 風

06 かきほをあらみ すすきちるころ 秋 草 居

07 くれふかき つゆのかよひち あとたえて 秋 降 夕

08 いくへのしもそ みるもすさまし 秋 降

09 をちこちの かねにめさめて いつるよに 旅 夜

10 しつまるやとり ひとやねぬらむ □ 人 夜

11 たれとなく すすしきつつききに こゑふけて 夏 月 光 人 夜

12 みつにそやまの こころをもしる 山 水

13 かせをのみ ははななはうらみし よしのかは 春 木 水 名 風

14 はやくもかはる ふるさとのはる 春 居

15 つれてこし ちきりもかりの わかれちに 春 鳥

16 うかへるくもの よをはたのまし 聳

17 みちならぬ みはわひぬるも つらからて 人

18 よしふりぬとも かかるよもきふ 草 □

19 うつろへは つゆこそつつききの みやこなれ 秋 月 降 光 夜

20 あきのやまにや たひをわすれむ 秋 旅 山

21 なくしかに わかつまこひを なくさめて 秋 恋 獣 人

22 あはさらめやの ゆふへたにうし 恋 夕

23 さのみやは たのめしことの あたならむ 恋

24 うらみしこころ みえもこそすれ 恋

25 たへねたた おもふにかなふ ひともなし 人

26 やすけなるみも よそめなりけり 人

27 みつをとも やまをとなりの くさのいほ × 山 水 居 ×

28 よふかきしもに かはかせそふく 冬 水 降 夜 風

29 たつをしの あとをうきねの こゑわひて 冬 鳥 水 夜 聞

30 ひとりやつつききの ゆくへをもみむ 秋 月 光 人 夜

31 わかさらむ あきのそらかは まてしはし 秋

32 いさやいのちの のちのゆふつゆ 秋 述 降 夕

33 くさのはら なこりわすれぬ ひともかな 草 人

34 ささくくららうちちり さとそふりゆく 春 木 居

35 たちなれし かりはのかたの はるくれて 春 □ 名 ▽

36 ありかやいつく ききすなくこゑ 春 鳥 聞

37 ゆゆききなから かすむとやまの あさことに 春 山 降 聳 朝

38 いふきおろしそ なみにのこれる 山 水 名 風

39 ふねわたす よなかにつつききは かたふきて 秋 船月 水 光 夜

40 まつにふけての ほしあひやうき 秋 恋 光 夜

41 あきをちきり くれをたのむも いたつらに 秋 恋 夕

42 なほいつまての おもひならまし 恋

43 かりのみを はしめなきよに うけそめて 人

44 たれをうらやみ たれをくたさむ 人

45 さかぬきも ときしるははななの ひとさかり 春 木

46 やまはみとりの はるふかきいろ 春 □ 山

47 かすみこく あまのつりふね とほきえに 春 船 水 聳 人

48 はまなのはしを たたにやはみむ 水 名

49 すみわたる つつききにいそくな あまつかり 秋 月 鳥 光 夜

50 こはきうつろふ いねかてのころ 秋 草 夜
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季 七 恋 旅 述 植 動 山 水 居 降 聳 光 神 釈 人 名 衣 時 夜 風 聞

01 すみよしの まつこそみちの しるへなれ 松 木 名

02 とほさとをのの  ゆゆききのかへるさ 冬 旅 降 名

03 ふねよする はまへのまさこ  つつききさえて 冬 船月 旅 水 光 夜

04 こゑもむらむら ちとりなくなり 冬 鳥 聞

05 わかかとの いなはいろつき ふくかせに 秋 草 居 人 風

06 かきほをあらみ すすきちるころ 秋 草 居

07 くれふかき つゆのかよひち あとたえて 秋 降 夕

08 いくへのしもそ みるもすさまし 秋 降

09 をちこちの かねにめさめて いつるよに 旅 夜

10 しつまるやとり ひとやねぬらむ □ 人 夜

11 たれとなく すすしきつつききに こゑふけて 夏 月 光 人 夜

12 みつにそやまの こころをもしる 山 水

13 かせをのみ ははななはうらみし よしのかは 春 木 水 名 風

14 はやくもかはる ふるさとのはる 春 居

15 つれてこし ちきりもかりの わかれちに 春 鳥

16 うかへるくもの よをはたのまし 聳

17 みちならぬ みはわひぬるも つらからて 人

18 よしふりぬとも かかるよもきふ 草 □

19 うつろへは つゆこそつつききの みやこなれ 秋 月 降 光 夜

20 あきのやまにや たひをわすれむ 秋 旅 山

21 なくしかに わかつまこひを なくさめて 秋 恋 獣 人

22 あはさらめやの ゆふへたにうし 恋 夕

23 さのみやは たのめしことの あたならむ 恋

24 うらみしこころ みえもこそすれ 恋

25 たへねたた おもふにかなふ ひともなし 人

26 やすけなるみも よそめなりけり 人

27 みつをとも やまをとなりの くさのいほ × 山 水 居 ×

28 よふかきしもに かはかせそふく 冬 水 降 夜 風

29 たつをしの あとをうきねの こゑわひて 冬 鳥 水 夜 聞

30 ひとりやつつききの ゆくへをもみむ 秋 月 光 人 夜

31 わかさらむ あきのそらかは まてしはし 秋

32 いさやいのちの のちのゆふつゆ 秋 述 降 夕

33 くさのはら なこりわすれぬ ひともかな 草 人

34 ささくくららうちちり さとそふりゆく 春 木 居

35 たちなれし かりはのかたの はるくれて 春 □ 名 ▽

36 ありかやいつく ききすなくこゑ 春 鳥 聞

37 ゆゆききなから かすむとやまの あさことに 春 山 降 聳 朝

38 いふきおろしそ なみにのこれる 山 水 名 風

39 ふねわたす よなかにつつききは かたふきて 秋 船月 水 光 夜

40 まつにふけての ほしあひやうき 秋 恋 光 夜

41 あきをちきり くれをたのむも いたつらに 秋 恋 夕

42 なほいつまての おもひならまし 恋

43 かりのみを はしめなきよに うけそめて 人

44 たれをうらやみ たれをくたさむ 人

45 さかぬきも ときしるははななの ひとさかり 春 木

46 やまはみとりの はるふかきいろ 春 □ 山

47 かすみこく あまのつりふね とほきえに 春 船 水 聳 人

48 はまなのはしを たたにやはみむ 水 名

49 すみわたる つつききにいそくな あまつかり 秋 月 鳥 光 夜

50 こはきうつろふ いねかてのころ 秋 草 夜
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林
を
し
め
て
す
め
る
の
ど
け
さ

　
　

93　

聞
か
じ
た
ゞ
春
は
幾
日
の
鐘
の
声

《
解  
釈
》
林
の
一
隅
に
居
を
占
め
る
長
閑
な
生
活
。
入
相
の
鐘
が
聞
こ
え
、
一
日
が
過
ぎ
て
行
く
。

春
は
あ
と
何
日
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
過
ぎ
ゆ
く
春
が
惜
し
ま
れ
、
入
相
の
鐘
を
聞
く
の
が
つ
ら

く
て
な
ら
な
い
。

※  

「
鐘
」
は
単
独
で
は
夜
分
と
し
て
の
取
り
扱
い
を
う
け
る
が
、「
今
日
」
「
明
日
」
「
昨
日
」
「
幾
日
」

「
日
数
」
な
ど
と
結
ん
で
用
い
ら
れ
れ
ば
入
相
の
こ
と
と
な
り
、
夜
分
を
遁
れ
る
と
い
う
の
が
古

来
の
作
法
。
従
っ
て
、
第
九
五
句
の
「
と
も
し
」
や
「
鵜
か
ひ
」
と
指
合
に
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　

聞
か
じ
た
ゞ
春
は
幾
日
の
鐘
の
声

　
　

94　

光
も
陰
も
げ
に
ぞ
は
か
な
き

《
解  

釈
》
時
日
と
い
う
の
は
、
あ
っ
と
い
う
間
の
は
か
な
い
も
の
。
一
日
の
経
過
を
示
す
入
相
の
鐘
は
、

聞
き
た
く
な
く
と
も
聞
こ
え
て
来
る
。
今
年
の
春
も
、
あ
と
何
日
な
の
だ
ろ
う
か
。

※  

「
光
も
陰
も
」
は
「
光
陰
」
を
訓
読
し
た
表
現
、
経
過
す
る
時
間
の
こ
と
で
あ
る
。
連
歌
で
は
「
光

の
陰
」
と
い
う
形
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
「
つ
な
が
れ
ぬ
月
日
に
涙
さ
き
だ
ち
て
／
光
の

陰
を
あ
は
れ
と
や
見
む
」
（
文
安
雪
千
句
・
第
十
「
花
之
何
」
八
三
／
八
四
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

光
も
陰
も
げ
に
ぞ
は
か
な
き

　
　

95　

と
も
し
す
る
片
山
川
の
鵜
か
ひ
船

《
解  

釈
》
一
方
の
岸
が
山
陰
に
な
っ
て
い
る
川
で
の
鵜
飼
。
闇
の
中
、
篝
火
が
川
面
の
波
に
映
え
、

光
と
陰
が
交
錯
す
る
。
時
を
忘
れ
る
ほ
ど
の
面
白
さ
で
あ
る
が
、
生
業
の
た
め
と
は
言
え
、
所

詮
は
殺
生
を
重
ね
る
は
か
な
い
所
業
で
あ
る
。

※  

前
句
の
「
光
」
「
陰
」
は
、
こ
の
付
合
で
は
揺
れ
る
波
に
篝
火
が
映
ず
る
陰
影
の
描
写
と
な
り
、

闇
夜
の
川
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
鵜
飼
の
夢
幻
的
な
光
景
が
彷
彿
さ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
で
も
宗
祇
な

ら
で
は
の
技
量
と
言
え
る
が
、
そ
れ
を
更
に
仏
教
的
世
界
観
で
包
み
込
ん
で
「
は
か
な
し
」
と
否

定
的
に
総
括
す
る
所
が
宗
祇
の
宗
祇
た
る
所
で
あ
る
。
救
済
の
名
句
と
喧
伝
さ
れ
る
「
罪
の
報
ひ

は
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
／
月
の
こ
る
狩
場
の
雪
の
朝
ぼ
ら
け
」
（
菟
玖
波
集
・
六
‐
五
六
一
）
と
比

較
す
れ
ば
、
両
者
の
立
場
の
違
い
が
納
得
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
味
読
し
つ
つ
比
較
す
れ
ば
、
や

は
り
宗
祇
の
連
歌
に
一
日
の
長
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
私
に
は
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
所
詮
、
私
レ
ベ
ル
の
感
想
で
し
か
な
い
。
な
お
、
「
光
」
に
「
と
も
し
」
、
「
陰
」
に
「
片
山
」

と
語
を
対
応
さ
せ
て
い
る
の
も
ち
ょ
っ
と
し
た
ポ
イ
ン
ト
。
『
下
草
』
（
二
三
六
）
に
入
集
。

　
　
　
　
　

と
も
し
す
る
片
山
川
の
鵜
か
ひ
船

　
　

96　

水
よ
り
は
や
し
明
く
る
夏
の
夜

《
解  

釈
》
一
方
の
岸
が
山
陰
に
な
っ
て
い
る
川
で
の
鵜
飼
。
面
白
さ
に
時
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
い
る

中
に
、
夜
が
明
け
て
し
ま
っ
た
。
本
当
に
、
夏
の
夜
が
明
け
る
の
は
、
こ
の
川
の
流
れ
よ
り
も

は
や
い
よ
う
だ
。

　
　
　
　
　

水
よ
り
は
や
し
明
く
る
夏
の
夜

　
　

97　

さ
ゞ
波
の
声
〴
〵
し
の
に
を
り
は
え
て

《
解  

釈
》
夏
越
の
祓
え
の
夜
。
川
社
を
営
み
夏
神
楽
が
催
さ
れ
る
。
絶
え
間
の
な
い
さ
ざ
波
の
音
に

加
え
て
、
折
し
も
「
篠
波
」
を
歌
う
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
面
白
さ
に
時
の
経
つ
の
も
忘
れ
て

い
る
中
に
夜
が
明
け
て
し
ま
っ
た
。
夏
の
夜
が
明
け
る
の
は
本
当
に
、
こ
の
川
の
流
れ
よ
り
も

は
や
い
よ
う
だ
。

※  

付
句
の
「
し
の
に
を
り
は
え
」
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
か
ら
「
延
喜
御
時
屏
風
に
、
夏
神
楽
の
心
を

よ
み
侍
り
け
る
：
川
社
し
の
に
を
り
は
え
干
す
衣
い
か
に
干
せ
ば
か
七
日
干
ざ
ら
む
」
（
新
古
今
・

一
九
‐
一
九
一
五
、
貫
之
）
を
想
起
す
る
の
は
、
当
時
の
知
識
人
な
ら
常
識
。
夏
神
楽
を
詠
じ
た

付
合
で
あ
る
。
「
さ
ゞ
波
の
声
」
は
第
一
義
的
に
は
神
楽
歌
の
「
篠
波
」
を
歌
う
声
で
あ
る
が
、

当
然
、
祓
え
す
る
川
の
さ
ざ
波
の
声
も
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
『
下
草
』
（
二
六
〇
）
に
入
集
。

※
第
九
三
句
に
「
声
」
と
あ
り
、
同
字
の
指
合
を
生
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

さ
ゞ
波
の
声
〴
〵
し
の
に
を
り
は
え
て

　
　

98　

初
風
た
ち
ぬ
柳
ち
る
影

《
解  

釈
》
夏
越
の
神
事
で
神
楽
歌
の
「
篠
波
」
を
歌
う
声
が
絶
え
間
な
く
聞
こ
え
て
い
た
一
夜
が
明

け
る
と
、
今
日
は
も
う
秋
で
あ
る
。
早
速
に
初
風
が
立
ち
、
柳
の
葉
を
散
ら
し
て
い
る
。

※  

同
じ
「
か
げ
」
で
も
、
「
陰
」
「
影
」
と
書
き
分
け
ら
れ
る
場
合
は
同
字
五
句
去
の
作
法
は
適
用
さ

れ
ず
、
間
隔
は
二
句
以
上
で
可
。
従
っ
て
、
第
九
四
句
の
「
陰
」
と
指
合
に
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　

初
風
た
ち
ぬ
柳
ち
る
影

　
　

99　

露
乱
れ
蜩
鳴
き
て
残
る
日
に

《
解  

釈
》
秋
と
な
っ
て
間
も
な
い
こ
ろ
の
夕
べ
。
初
風
が
吹
き
、
そ
れ
が
柳
の
葉
を
散
ら
し
、
置
き

初
め
た
露
を
乱
し
て
い
る
。
蜩
も
鳴
き
始
め
た
が
、
日
は
ま
だ
夕
焼
け
の
空
に
残
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

露
乱
れ
蜩
鳴
き
て
残
る
日
に

　
　

00　

身
に
し
む
色
は
た
ゞ
秋
の
空

《
解  

釈
》
秋
の
夕
暮
。
蜩
が
鳴
い
て
い
る
。
露
が
置
き
乱
れ
て
い
る
の
は
気
温
が
急
に
低
下
し
た
か

ら
だ
ろ
う
。
日
は
ま
だ
沈
み
き
っ
て
は
い
な
い
が
、
空
は
次
第
に
暗
く
な
り
、
秋
の
情
趣
が
身

に
し
み
る
。

※  

挙
句
は
慶
賀
の
気
分
で
百
韻
を
終
え
る
の
が
古
来
の
作
法
。
当
該
句
は
そ
れ
に
外
れ
て
い
る
。
後

の
明
応
八
年
三
月
二
十
日
「
何
人
」
独
吟
の
挙
句
「
わ
が
影
な
れ
や
更
く
る
灯
」
に
通
ず
る
事
象

で
あ
る
。

30
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木
の
葉
が
降
り
落
ち
る
音
が
す
る
。
い
や
、
あ
れ
は
時
雨
が
通
り
過
ぎ
る
音
か
も
知
れ
な
い
。

※  
「
時
雨
」
に
「
木
の
葉
」
、
「
霜
」
に
「
暁
」
と
寄
合
を
取
っ
て
い
る
。
前
者
の
他
の
例
は
「
月
に

降
る
時
雨
な
り
け
り
松
の
風
／
夜
の
木
の
葉
や
音
に
散
る
ら
む
」（
延
文
五
年
十
一
月
十
三
日
「
何

船
」
一
／
二
）
な
ど
。
証
歌
は
「
木
の
葉
ち
る
宿
は
聞
き
分
く
こ
と
も
な
し
時
雨
す
る
夜
も
時
雨

せ
ぬ
夜
も
」
（
後
拾
遺
・
六
‐
三
八
二
、
源
頼
実
）
な
ど
。
後
者
は
「
幾
重
の
霜
の
野
に
凍
る
ら

む
／
暮
れ
し
よ
り
な
ほ
暁
は
冴
ゆ
る
夜
に
」（
嘉
吉
元
年
二
月
二
十
六
日
「
何
人
」
八
／
九
）
な
ど
。

証
歌
は
「
お
く
霜
の
暁
起
き
を
思
は
ず
は
君
が
夜
殿
に
夜
が
れ
せ
ま
し
や
」
（
後
撰
・
一
三
‐

九
一
四
、
よ
み
人
し
ら
ず
）
な
ど
。

※  

別
に
、
「
時
雨
」
及
び
「
霜
」
に
「
ふ
る
」
（
降
る
・
経
る
・
古
る
）
が
寄
合
と
な
る
。
先
例
は
、

前
者
が
「
さ
だ
め
な
や
夜
の
時
雨
の
今
朝
の
雲
／
遠
き
高
根
に
降
れ
る
初
雪
」
（
顕
証
院
会
千
句
・

第
五
「
唐
何
」
五
一
／
五
二
）
な
ど
。
後
者
は
「
霜
が
れ
の
草
こ
そ
道
に
な
り
に
け
れ
／
下
に
は

降
ら
ぬ
松
の
初
雪
」（
紫
野
千
句
・
第
六
「
手
何
」
九
／
一
〇
）
な
ど
。
た
だ
し
「
時
雨
」
や
「
霜
」

に
「
ふ
る
」
と
付
け
る
の
は
所
謂
「
用
付
」
で
、
後
の
連
歌
で
は
好
ま
れ
な
い
。

　
　
　
　
　

木
の
葉
降
り
ゆ
く
暁
の
庵

　
　

85　

か
げ
さ
び
し
嵐
や
月
に
残
る
ら
む

《
解  

釈
》
茅
屋
の
冬
の
暁
。
嵐
の
音
に
目
を
覚
ま
す
。
外
で
は
、
吹
き
残
り
の
風
に
木
の
葉
が
は
ら

は
ら
と
落
ち
て
行
く
の
が
、
月
影
に
照
ら
さ
れ
て
見
え
る
。
独
居
の
寂
し
さ
が
身
に
し
み
る
。

※  

『
下
草
』
に
入
集
す
る
（
三
六
八
）
。
「
嵐
や
月
に
残
る
ら
む
」
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
、
や
は
り
絶

品
で
あ
ろ
う
。
「
か
げ
さ
び
し
」
と
端
的
に
主
観
語
を
用
い
る
所
が
宗
祇
好
み
。

　
　
　
　
　

か
げ
さ
び
し
嵐
や
月
に
残
る
ら
む

　
　

86　

山
寒
げ
に
も
松
虫
ぞ
鳴
く

《
解  

釈
》
嵐
が
通
り
過
ぎ
た
山
。
名
残
の
風
が
ま
だ
草
木
を
な
び
か
せ
、
そ
れ
が
皓
々
と
し
た
月
に

映
じ
て
い
か
に
も
寒
々
と
し
て
い
る
。
ま
だ
死
に
絶
え
て
は
い
な
か
っ
た
の
か
、
松
虫
の
鳴
く

音
が
か
す
か
に
聞
こ
え
る
。
寂
し
さ
が
身
に
し
み
る
。

※  

「
嵐
」
に
「
松
虫
」
が
寄
合
。
他
の
例
は
「
月
に
吹
く
天
つ
嵐
や
よ
わ
る
ら
む
／
草
葉
に
し
げ
し

松
虫
の
声
」
（
永
正
七
年
十
月
二
十
日
「
何
人
」
九
一
／
九
二
）
な
ど
。
「
と
ふ
人
も
今
は
嵐
の
山

風
に
人
ま
つ
虫
の
声
ぞ
か
な
し
き
」
（
拾
遺
・
三
‐
二
〇
五
、
よ
み
人
し
ら
ず
）
の
和
歌
が
有
名
。

　
　
　
　
　

山
寒
げ
に
も
松
虫
ぞ
鳴
く

　
　

87　

よ
る
方
も
あ
ら
じ
住
処
に
秋
は
来
て

《
解  

釈
》
（
世
間
並
で
は
な
い
）
私
の
よ
う
な
者
が
住
む
所
に
も
、
秋
は
同
じ
よ
う
よ
う
に
や
っ
て
来

る
。
最
近
は
山
の
姿
も
寒
げ
に
な
り
、
庭
で
は
松
虫
が
鳴
い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
も
う
こ

こ
に
立
ち
寄
る
人
も
い
な
く
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

※  

「
住
処
」
は
居
所
で
は
な
く
、
居
所
と
は
間
隔
二
句
以
上
で
可
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
第
八
四
句

の
「
庵
」
と
指
合
に
は
な
ら
な
い
。

※  

「
松
虫
」
に
「
す
み
か
」
が
寄
合
に
な
る
。
証
歌
は
「
野
辺
に
と
る
我
が
松
虫
の
鳴
く
声
も
な
れ

し
住
処
を
恋
し
く
や
思
ふ
」
（
玉
葉
・
四
‐
六
一
九
、
法
皇
御
製
）
な
ど
。
連
歌
で
の
他
の
例
は
「
山

も
裾
野
も
松
虫
の
声
／
秋
は
身
の
今
は
の
住
処
し
る
ら
め
や
」
（
永
正
八
年
十
一
月
三
日
「
山
家
」

八
四
／
八
五
）
な
ど
。
た
だ
し
、
稀
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

よ
る
方
も
あ
ら
じ
住
処
に
秋
は
来
て

　
　

88　

人
の
心
の
見
ゆ
る
夕
暮

《
解  

釈
》
私
の
よ
う
な
者
の
住
処
に
も
秋
は
や
っ
て
来
る
。
世
間
並
み
の
人
の
所
な
ら
、
秋
と
い
う

こ
と
で
訪
れ
る
人
が
増
え
る
の
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
来
る
人
は
こ
れ
か
ら
も
あ
る
ま
い
。
自
分

が
世
間
の
人
に
と
っ
て
無
に
等
し
い
存
在
だ
と
い
う
こ
と
が
思
い
知
ら
さ
れ
る
、
そ
ん
な
夕
暮

だ
。

　
　
　
　
　

人
の
心
の
見
ゆ
る
夕
暮

　
　

89　

よ
む
歌
や
な
ほ
身
の
憂
き
を
種
な
ら
む

《
解  

釈
》
自
分
が
世
間
の
人
に
ど
う
思
わ
れ
て
い
る
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
よ
う
な
夕
暮
の
寂
し
さ
。

和
歌
は
、
人
の
心
を
種
と
す
る
も
の
だ
と
言
う
。
自
分
が
和
歌
を
詠
む
と
し
ら
、
こ
の
寂
し
さ
・

つ
ら
さ
が
種
な
の
だ
ろ
う
。

※  

『
古
今
集
』
仮
名
序
の
「
や
ま
と
歌
は
人
の
心
を
種
と
し
て
」
云
々
の
有
名
な
一
節
に
拠
っ
て
「
人

の
心
」
に
「
種
」
と
付
け
て
い
る
。
先
例
は
「
人
の
心
ぞ
歌
に
や
は
ら
ぐ
／
月
み
れ
ば
涙
の
種
と

な
る
も
の
を
」
（
応
永
三
十
年
五
月
二
十
七
日
「
何
人
」
七
二
／
七
三
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

よ
む
歌
や
な
ほ
身
の
憂
き
を
種
な
ら
む

　
　

90　

思
ひ
を
述
べ
ば
も
の
ご
と
に
あ
り

《
解  

釈
》
和
歌
は
、
人
の
心
を
種
と
す
る
も
の
だ
と
言
う
。
自
分
が
和
歌
を
詠
む
と
し
た
ら
、
こ
の

我
が
身
の
寂
し
さ
・
つ
ら
さ
が
種
な
の
だ
ろ
う
。
そ
の
寂
し
さ
・
つ
ら
さ
は
、
見
る
も
の
・
聞

く
も
の
、
あ
り
と
あ
る
も
の
に
つ
け
て
述
べ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

※  

『
古
今
集
』
仮
名
序
で
、
先
の
付
合
で
の
引
用
に
続
き
「
心
に
思
ふ
こ
と
を
、
見
る
も
の
聞
く
も

の
に
つ
け
て
言
ひ
出
だ
せ
る
な
り
」
と
あ
る
。
後
の
連
歌
な
ら
、
本
説
が
三
句
に
わ
た
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
か
ね
な
い
付
合
で
あ
る
が
、
用
語
的
に
逃
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　

思
ひ
を
述
べ
ば
も
の
ご
と
に
あ
り

　
　

91　

咲
く
花
の
か
た
は
ら
遠
く
霞
む
野
に

《
解  

釈
》
桜
花
の
咲
く
傍
ら
、
野
は
、
薄
霞
の
中
に
遥
か
に
見
渡
さ
れ
、
春
の
情
趣
に
満
ち
溢
れ
て

い
る
。
そ
の
春
の
情
趣
を
述
べ
る
な
ら
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
つ
け
て
述
べ
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。

※  
前
句
に
「
も
の
ご
と
」
と
あ
る
効
果
で
、
「
か
た
は
ら
遠
く
霞
む
野
」
と
い
う
だ
け
で
、
う
ら
ら

か
な
春
日
や
、
囀
る
鳥
や
、
緩
く
吹
く
風
に
揺
れ
る
若
草
な
ど
ま
で
想
起
さ
せ
る
の
が
宗
祇
の
名

人
芸
。
た
だ
し
、
自
撰
句
集
に
入
集
し
な
い
の
は
、
彼
に
と
っ
て
こ
の
程
度
は
「
並
の
上
」
な
の

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　

咲
く
花
の
か
た
は
ら
遠
く
霞
む
野
に

　
　

92　

林
を
し
め
て
す
め
る
の
ど
け
さ

《
解  

釈
》
春
の
林
の
一
隅
に
居
を
占
め
る
長
閑
な
生
活
。
桜
花
の
咲
く
傍
ら
、
野
は
薄
霞
の
中
に
遥

か
に
見
渡
さ
れ
、
長
閑
な
春
の
情
趣
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
。

31
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※  

付
句
の
仕
立
は
「
里
は
荒
れ
て
人
は
古
り
に
し
宿
な
れ
や
庭
も
籬
も
秋
の
野
ら
な
る
」
（
古
今
・

四
‐
二
四
八
、
僧
正
遍
照
）
を
本
歌
と
し
て
い
る
。
『
下
草
』
に
入
集
（
三
九
二
）
す
る
。

　
　
　
　
　

荒
ら
さ
ず
は
宿
に
や
は
見
む
野
辺
の
秋

　
　

76　

虫
の
色
〳
〵
乱
れ
て
ぞ
鳴
く

《
解  

釈
》
手
入
れ
す
る
人
も
な
く
荒
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
の
庭
の
風
情
は
、
ま
る
で
秋
の
野

辺
の
よ
う
で
、
色
々
な
虫
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
己
が
音
を
立
て
て
鳴
い
て
い
る
。
も
し
手
入
れ
の

行
き
届
い
た
庭
だ
っ
た
ら
、
こ
の
情
趣
に
身
を
置
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

※  

「
秋
の
野
」
に
「
虫
鳴
く
」
は
も
ち
ろ
ん
寄
合
だ
が
、
例
示
の
必
要
も
あ
る
ま
い
。

　
　
　
　
　

虫
の
色
〳
〵
乱
れ
て
ぞ
鳴
く

　
　

77　

待
ち
出
づ
る
風
の
と
だ
え
に
露
置
き
て

《
解  

釈
》
風
の
途
絶
え
を
待
っ
て
宿
を
出
る
。
風
に
吹
き
散
ら
さ
れ
た
露
は
、
あ
た
り
一
面
に
乱
れ

置
か
れ
、
色
々
な
虫
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
己
が
音
を
立
て
て
鳴
い
て
い
る
。

※  

秋
風
に
よ
っ
て
露
が
吹
き
散
ら
さ
れ
、
一
面
に
乱
れ
て
置
か
れ
る
様
の
例
と
し
て
は
「
秋
風
は
吹

き
む
す
べ
ど
も
白
露
の
乱
れ
て
置
か
ぬ
草
の
葉
ぞ
な
き
」
（
新
古
今
・
四
‐
三
一
〇
、
太
弐
三
位
）

な
ど
。

※  

「
乱
る
」
に
「
露
」
が
寄
合
。
所
謂
「
体
付
」
で
あ
る
。
他
の
例
は
「
誰
を
引
く
檀
の
下
葉
乱
る

ら
む
／
頼
む
心
も
安
達
野
の
露
」
（
宝
徳
四
年
千
句
・
第
九
「
何
衣
」
七
三
／
七
四
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

待
ち
出
づ
る
風
の
と
だ
え
に
露
置
き
て

　
　

78　

し
を
れ
も
や
ま
じ
小
船
さ
す
袖

《
解  

釈
》
風
の
途
絶
え
を
待
っ
て
船
を
出
す
。
今
ま
で
風
に
当
た
っ
て
萎
れ
さ
せ
ら
れ
て
い
た
船
人

の
袖
は
、
ま
た
、
露
と
降
り
か
か
る
波
の
滴
に
濡
れ
て
萎
れ
る
。
船
人
の
袖
が
萎
れ
な
い
時
は

な
い
の
だ
。

※  

船
人
の
袖
は
「
風
に
も
」
「
波
に
も
」
萎
れ
る
と
い
う
発
想
。
「
風
」
の
例
は
「
旅
ご
ろ
も
秋
の
草

木
に
あ
ら
ね
ど
も
な
ほ
山
風
に
し
を
れ
て
ぞ
行
く
」
（
続
古
今
・
一
〇
‐
八
九
五
、
中
宮
権
大
納

言
雅
忠
）
な
ど
。
「
波
」
の
例
は
「
清
見
潟
月
に
う
き
寝
を
秋
ぞ
と
も
契
ら
ぬ
波
に
し
を
る
袖
か
な
」

（
建
保
名
所
百
首
・
五
〇
九
、
俊
成
卿
女
）
な
ど
。
個
別
的
に
は
あ
り
ふ
れ
た
措
辞
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
船
人
の
袖
に
つ
い
て
一
つ
に
し
た
所
が
ポ
イ
ン
ト
。

　
　
　
　
　

し
を
れ
も
や
ま
じ
小
船
さ
す
袖

　
　

79　

下
り
た
つ
を
思
へ
芦
か
る
わ
ざ
な
れ
や

《
解  

釈
》
船
か
ら
下
り
立
ち
芦
を
刈
る
。
何
の
た
め
か
思
い
や
っ
て
下
さ
い
。
貧
し
い
が
故
の
生
業

で
す
。
だ
か
ら
、
小
船
を
さ
す
私
の
袖
は
、
水
に
濡
れ
涙
に
濡
れ
て
萎
れ
な
い
時
は
な
い
の
で
す
。

※  

『
大
和
物
語
』
所
載
の
有
名
な
「
芦
刈
」
の
説
話
（
一
四
八
段
）
を
踏
ま
え
た
付
合
で
あ
る
。
「
芦

か
る
」
に
は
「
悪
し
か
る
」
が
利
か
さ
れ
、
こ
こ
で
は
「
貧
し
い
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

下
り
た
つ
を
思
へ
芦
か
る
わ
ざ
な
れ
や

　
　

80　

恋
路
に
い
か
で
た
が
ふ
心
ぞ

《
解  

釈
》
水
辺
の
低
湿
地
に
下
り
立
ち
芦
を
刈
る
。
泥
（
こ
ひ
ぢ
）
に
踏
み
入
れ
足
を
取
ら
れ
る
と
、

に
っ
ち
も
さ
っ
ち
も
行
か
な
く
な
る
。
私
の
恋
の
道
も
そ
れ
と
同
じ
。
進
む
こ
と
も
引
く
こ
と

も
で
き
な
い
。
こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
の
に
、
ど
う
し
て
こ
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

※  

「
恋
路
」
に
「
泥
」
を
利
か
せ
る
の
は
、
古
典
文
学
で
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
手
法
。
「
男
の
は
じ

め
て
女
の
も
と
に
ま
か
り
て
朝
に
、
雨
の
降
る
に
帰
り
て
遣
は
し
け
る
：
今
ぞ
知
る
あ
か
ぬ
別
れ

の
暁
は
君
を
こ
ひ
ぢ
に
濡
る
ゝ
も
の
と
は
」
（
後
撰
・
九
‐
五
六
七
、
よ
み
人
し
ら
ず
）
な
ど
。

※  

稀
に
し
か
用
い
ら
れ
な
い
語
な
の
で
、
例
は
少
な
い
が
、
「
芦
」
に
限
ら
ず
「
蓮
」
「
菖
蒲
」
な
ど

低
湿
地
に
生
え
る
植
物
は
、
全
て
「
こ
ひ
ぢ
」
と
寄
合
に
な
る
。
他
に
「
芦
か
る
わ
ざ
に
身
を
な

尽
く
し
そ
／
踏
み
そ
め
て
い
つ
か
こ
ひ
ぢ
の
果
な
ら
む
」
（
池
田
千
句
・
第
九
「
唐
何
」
四
四
／

四
五
）
、
「
あ
ひ
見
る
ゆ
ゑ
の
こ
ひ
ぢ
な
り
け
り
／
枯
れ
ね
た
ゞ
同
じ
蓮
も
何
な
ら
む
」
（
延
徳
四

年
三
月
三
日
「
初
何
」
五
〇
／
五
一
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

恋
路
に
い
か
で
た
が
ふ
心
ぞ

　
　

81　

世
や
は
憂
き
誰
恨
め
し
き
人
な
ら
む

《
解  

釈
》
世
の
中
が
辛
い
と
言
う
訳
で
は
な
い
。
取
り
立
て
て
恨
み
に
思
う
人
が
い
る
訳
で
も
な
い
。

不
満
は
な
い
の
だ
。
そ
れ
な
の
に
、
恋
の
道
を
行
く
こ
と
だ
け
は
、
ど
う
し
て
こ
う
も
思
い
通

り
に
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　

世
や
は
憂
き
誰
恨
め
し
き
人
な
ら
む

　
　

82　

老
を
な
せ
め
そ
か
ゝ
ら
ざ
ら
め
や

《
解  

釈
》
世
の
中
が
辛
い
と
言
う
が
、
取
り
立
て
て
恨
み
に
思
う
人
が
い
る
訳
で
も
な
い
。
年
老
い

た
せ
い
に
す
る
の
も
間
違
い
だ
。
人
は
誰
で
も
こ
う
な
る
の
だ
か
ら
。
私
だ
け
が
特
別
に
辛
い

の
で
は
な
い
。
世
の
中
は
、
誰
に
と
っ
て
も
辛
い
も
の
な
の
だ
。

　
　
　
　
　

老
を
な
せ
め
そ
か
ゝ
ら
ざ
ら
め
や

　
　

83　

秋
は
時
雨
冬
は
霜
夜
に
ふ
し
わ
び
て

《
解  

釈
》
年
を
と
る
と
は
つ
ら
い
も
の
。
秋
・
冬
の
夜
は
体
が
冷
え
る
上
に
、
時
雨
や
霜
が
降
り
か
か
っ

た
り
す
る
と
、
も
う
寝
付
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
時
雨
よ
、
霜
よ
、
そ
う
老
人
を
せ
め
苦
し
め

な
い
で
く
れ
。

※  

前
句
の
「
か
ゝ
る
」
は
、
先
の
付
合
で
は
「
か
く
あ
る
」
と
い
う
意
味
。
そ
れ
が
、
こ
の
付
合
で

は
、
時
雨
や
霜
が
「
降
り
か
か
る
」
意
味
に
な
る
。

※  

「
か
ゝ
る
」
に
対
し
「
時
雨
」「
霜
」
と
付
け
て
い
る
。
所
謂
「
体
付
」
で
あ
る
。
他
の
例
は
、「
時

雨
」
は
「
照
る
日
な
が
ら
や
雲
か
ゝ
る
ら
む
／
峰
わ
け
の
一
と
ほ
り
な
る
村
時
雨
」
（
紫
野
千
句
・

第
十
「
唐
何
」
六
八
／
六
九
）
、
「
霜
」
は
「
枯
れ
た
る
芦
に
か
ゝ
る
白
雪
／
む
ら
〳
〵
に
松
の
葉

青
く
霜
ふ
り
て
」（
文
明
十
四
年
三
月
二
十
日
「
何
人
」
六
／
七
）な
ど
。
『
下
草
』
に
入
集
（
四
三
〇
）
。

「
秋
は
時
雨
冬
は
霜
夜
に
」
と
続
く
レ
ト
リ
ッ
ク
、
絶
品
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
　
　
　
　

秋
は
時
雨
冬
は
霜
夜
に
ふ
し
わ
び
て

　
　

84　

木
の
葉
降
り
ゆ
く
暁
の
庵

《
解  

釈
》
茅
屋
で
の
独
居
生
活
。
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
時
雨
の
音
の
寂
し
さ
や
霜
夜
の
寒
さ
が
身

に
し
み
、
寝
付
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
今
夜
も
眠
れ
な
い
ま
ま
暁
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
。
外
で
は
、

32
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て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
拠
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
山
川
草
木
、
花
鳥
風
月
、
悉
皆
有
情
」
の
宗
祇

の
連
歌
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
擬
人
化
さ
れ
る
。
擬
人
化
表
現
で
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に
す
る
た

め
、
解
釈
で
は
「
夕
べ
さ
ん
」
と
し
た
。

※  

前
句
の
「
い
は
ぬ
思
ひ
」
は
、
先
の
付
合
で
は
蛍
の
こ
と
。
そ
れ
を
人
の
恋
に
取
り
な
し
て
句
境

を
転
じ
た
付
合
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

夕
べ
の
知
ら
ば
い
か
ゞ
し
の
ば
む

　
　

67　

待
ち
う
か
れ
我
や
行
か
む
の
道
の
辺
に

《
解  

釈
》
あ
な
た
を
待
ち
焦
が
れ
て
、
私
の
魂
は
私
の
肉
体
か
ら
遊
離
し
、
あ
な
た
の
所
へ
行
っ
て

し
ま
い
そ
う
で
す
。
そ
の
道
す
が
ら
、
あ
な
た
の
所
へ
行
く
私
の
魂
が
、
夕
べ
さ
ん
に
見
と
が

め
ら
れ
た
ら
、
ど
う
し
ま
し
ょ
う
。
夕
べ
さ
ん
は
、
そ
れ
を
あ
ち
こ
ち
に
言
い
ふ
ら
す
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
う
な
っ
た
ら
、
私
が
い
く
ら
耐
え
忍
ん
で
も
無
駄
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

※  

恋
に
身
を
焦
が
し
狂
気
寸
前
の
女
性
の
様
を
「
待
ち
う
か
れ
我
や
行
か
む
の
道
」
と
表
現
し
た
所

が
さ
す
が
宗
祇
。
多
分
、
誰
に
も
マ
ネ
で
き
な
い
技
。
『
下
草
』
に
入
集
す
る
（
六
四
八
）
。

※  

肉
体
と
は
別
個
に
魂
が
存
在
し
、
魂
は
主
体
の
意
志
に
関
係
な
く
肉
体
か
ら
遊
離
す
る
こ
と
が
あ

る
と
い
う
の
は
古
典
文
学
の
常
識
。
「
も
の
思
へ
ば
沢
の
蛍
を
我
が
身
よ
り
あ
く
が
れ
に
け
る
魂

か
と
ぞ
見
る
」
（
後
拾
遺
・
二
〇
‐
一
一
六
二
、
和
泉
式
部
）
の
例
が
名
歌
と
し
て
有
名
。

　
　
　
　
　

待
ち
う
か
れ
我
や
行
か
む
の
道
の
辺
に

　
　

68　

見
え
ば
や
人
も
心
な
か
ら
じ

《
解  

釈
》
あ
の
人
を
待
ち
焦
が
れ
て
、
私
の
魂
は
肉
体
か
ら
遊
離
し
、
あ
の
人
の
所
へ
行
っ
て
し
ま

い
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
も
し
、
あ
の
人
の
所
へ
行
っ
た
私
の
魂
が
形
象
化
し
て
あ
の
人
に
認

識
さ
れ
れ
ば
、
あ
の
人
は
私
の
こ
と
を
、
少
し
は
憐
れ
に
思
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

※  

「
魂
が
形
象
化
し
て
相
手
に
認
識
さ
れ
る
」
と
い
う
の
は
、
思
い
が
け
ず
夢
な
ど
に
あ
ら
わ
れ
る

こ
と
。
こ
れ
も
古
典
文
学
の
常
識
。
「
夜
を
か
さ
ね
あ
く
が
れ
出
づ
る
わ
が
魂
の
夢
の
枕
に
見
え

ざ
ら
め
や
は
」
（
隆
信
集
・
七
五
二
）
の
例
が
分
か
り
や
す
い
。

　
　
　
　
　

見
え
ば
や
人
も
心
な
か
ら
じ

　
　

69　

山
里
の
花
を
帰
さ
に
折
り
わ
び
て

《
解  

釈
》
山
里
へ
の
花
見
の
帰
途
。
土
産
に
一
枝
折
っ
て
帰
ろ
う
か
と
思
う
が
、
ど
う
も
気
が
と
が

め
る
。
見
つ
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
。
け
れ
ど
、
そ
の
人
に
も
花
を
賞
美
す
る
心
が
な
い
わ
け

は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
私
の
気
持
ち
は
理
解
し
て
も
ら
え
る
は
ず
だ
。
そ
れ
で
も
、
や
っ
ぱ
り

気
が
と
が
め
る
。

　
　
　
　
　

山
里
の
花
を
帰
さ
に
折
り
わ
び
て

　
　

70　

尋
ね
よ
ま
た
も
な
き
桜
か
は

《
解  

釈
》
山
里
へ
の
花
見
の
帰
途
。
土
産
に
一
枝
折
っ
て
帰
ろ
う
か
と
思
う
が
、
ど
う
も
気
が
と
が

め
る
。
そ
う
だ
、
近
い
う
ち
に
も
う
一
度
こ
こ
に
来
れ
ば
い
い
の
だ
。
そ
の
時
ま
で
に
桜
の
花

が
散
っ
て
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
。

※  

土
産
に
花
を
折
り
帰
る
の
で
は
な
く
、
も
う
一
度
同
じ
場
所
に
来
れ
ば
同
じ
花
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
発
想
が
目
新
し
く
面
白
い
。
「
言
葉
は
古
く
、
心
は
新
し
く
」
の
好
例
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
を
「
尋
ね
よ
」
と
自
分
自
身
に
対
す
る
命
令
表
現
で
言
い
、
さ
ら
に
「
な
き
桜
か
は
」
と
反

語
表
現
で
結
ぶ
所
、
い
か
に
も
宗
祇
流
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

尋
ね
よ
ま
た
も
な
き
桜
か
は

　
　

71　

た
ゞ
に
な
ど
あ
た
ら
春
日
を
つ
く
す
ら
む

《
解  

釈
》
行
楽
日
和
の
春
の
日
、
何
も
せ
ず
に
家
に
い
た
ま
ま
で
は
勿
体
な
い
で
し
ょ
う
。
ど
う
も

適
当
な
所
が
見
当
た
ら
な
い
な
ら
、
先
日
の
所
へ
、
ま
た
行
き
な
さ
い
よ
。
別
段
、
一
年
に
同

じ
所
の
花
を
二
度
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
な
ん
て
い
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

た
ゞ
に
な
ど
あ
た
ら
春
日
を
つ
く
す
ら
む

　
　

72　

寝
ざ
め
す
る
夜
の
う
つ
る
だ
に
惜
し

《
解  

釈
》
情
趣
あ
ふ
れ
る
春
の
日
を
、
無
駄
に
す
る
の
は
勿
体
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
昼
間
の
こ

と
に
限
り
ま
せ
ん
。
春
の
夜
、ふ
と
寝
覚
め
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
外
を
御
覧
な
さ
い
。
闇
の
中
、

目
が
慣
れ
て
く
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
お
ぼ
ろ
に
霞
ん
で
浮
か
び
あ
が
る
。
夜
が
明
け
る
の

が
何
だ
か
惜
し
く
感
じ
る
ほ
ど
で
す
。

　
　
　
　
　

寝
ざ
め
す
る
夜
の
う
つ
る
だ
に
惜
し

　
　

73　

音
聞
け
ば
よ
そ
の
時
雨
を
枕
に
て

《
解  

釈
》
初
冬
の
夜
、
ふ
と
目
が
覚
め
る
。
時
雨
の
遠
く
に
去
っ
て
ゆ
く
音
が
微
か
に
聞
こ
え
る
。

更
け
行
く
夜
の
静
寂
に
身
を
委
ね
て
い
る
と
、
夜
の
明
け
る
の
が
惜
し
く
感
じ
ら
れ
る
。

※  

「
う
つ
る
」
に
「
時
雨
」
が
寄
合
。
他
に
「
松
よ
り
う
つ
る
風
の
真
葛
葉
／
時
雨
る
ゝ
か
信
太
の

森
の
露
深
し
」
（
応
永
二
十
五
年
十
月
二
十
五
日
「
何
船
」
六
八
／
六
九
）
な
ど
。
所
謂
「
体
付
」

で
あ
る
。
ま
た
「
寝
ざ
め
」
に
「
枕
」
も
寄
合
。
「
思
ふ
こ
と
夜
な
〳
〵
尽
き
ぬ
寝
ざ
め
し
て
／

涙
の
か
ゝ
る
枕
だ
に
惜
し
」
（
文
明
十
八
年
二
月
六
日
「
何
人
」
六
七
／
六
八
）
な
ど
。

※  

「
音
聞
け
ば
よ
そ
の
時
雨
」
と
言
っ
て
、
去
り
ゆ
く
時
雨
の
音
が
か
す
か
に
聞
こ
え
る
様
を
述
べ
、

そ
の
音
が
遠
く
な
る
に
つ
れ
て
次
第
に
周
囲
の
静
寂
感
が
際
立
つ
よ
う
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
所

が
宗
祇
の
技
。
「
降
り
過
ぐ
る
時
雨
の
音
を
枕
に
て
」
な
ど
で
は
一
挙
に
凡
庸
な
句
に
な
る
。

　
　
　
　
　

音
聞
け
ば
よ
そ
の
時
雨
を
枕
に
て

　
　

74　

く
も
ら
ぬ
月
に
も
の
な
思
ひ
そ

《
解  

釈
》
晩
秋
の
夜
、
時
雨
が
降
り
過
ぎ
て
、
遠
く
に
去
っ
て
ゆ
く
音
が
か
す
か
に
枕
も
と
に
聞
こ

え
る
。
空
は
も
う
晴
れ
、
月
が
皓
々
と
し
た
光
を
地
上
に
投
げ
か
け
て
い
る
。
あ
れ
こ
れ
も
の

思
い
に
耽
る
の
は
止
そ
う
。
し
ば
ら
く
は
、
こ
の
き
れ
い
な
月
を
眺
め
て
心
を
慰
め
る
の
だ
。

　
　
　
　
　

く
も
ら
ぬ
月
に
も
の
な
思
ひ
そ

　
　

75　

荒
ら
さ
ず
は
宿
に
や
は
見
む
野
辺
の
秋

《
解  

釈
》
手
入
れ
す
る
人
も
な
く
、
荒
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
の
庭
の
風
情
は
、
ま
る
で
秋
の

野
辺
の
よ
う
だ
。
そ
れ
を
月
が
皓
々
と
照
ら
す
。
も
し
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
庭
だ
っ
た
ら
、

こ
の
情
趣
に
身
を
置
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
こ
れ

ほ
ど
の
も
の
が
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
以
外
、
余
計
な
こ
と
を
思
う
必
要
は
あ
る
ま
い
。

33
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マ
シ
に
な
る
だ
ろ
う
。

※  
「
霞
」
を
擬
人
化
し
た
上
で
、
「
霞
の
衣
」
の
歌
語
を
「
霞
さ
ん
が
所
有
し
て
い
る
衣
」
の
ご
と

く
取
り
扱
っ
て
、「
春
だ
け
れ
ど
ま
だ
寒
い
の
で
、
衣
を
貸
し
て
ほ
し
い
」と
言
葉
の
上
で
面
白
が
っ

た
付
合
で
あ
り
、
そ
こ
に
俳
諧
性
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
近
代
の
研
究
者
に
は
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
付
合
も
宗
祇
の
一
体
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

隙
か
こ
ふ
軒
端
の
霞
衣
か
せ

　
　

58　

山
に
も
身
こ
そ
隠
し
わ
び
ぬ
れ

《
解  

釈
》
俗
世
間
を
離
れ
、
身
を
隠
そ
う
と
、
こ
の
山
中
に
居
を
占
め
た
の
で
あ
る
が
、
建
物
は
隙

間
だ
ら
け
で
外
か
ら
丸
見
え
だ
。
こ
れ
で
は
、
と
て
も
身
を
隠
す
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。
霞
よ
、

お
前
さ
ん
の
衣
を
私
に
貸
し
て
く
れ
な
い
か
。
そ
れ
で
隙
間
を
塞
ぎ
た
い
の
だ
。

※  

先
の
付
合
と
同
じ
く
俳
諧
的
な
付
合
で
あ
る
。
衣
を
貸
し
て
欲
し
い
と
い
う
理
由
を
変
え
て
、
巧

妙
に
句
境
を
転
換
し
て
い
る
。
や
は
り
宗
祇
の
腕
。

　
　
　
　
　

山
に
も
身
こ
そ
隠
し
わ
び
ぬ
れ

　
　

59　

思
ひ
た
つ
一
重
心
に
世
を
出
で
ゝ

《
解  

釈
》
俗
世
を
離
れ
よ
う
と
思
い
立
ち
、
そ
の
一
途
な
心
で
、
こ
の
山
中
に
身
を
隠
す
べ
く
居
を

占
め
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
人
影
が
全
く
絶
え
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
身
を
隠
し
き
る

こ
と
は
で
き
そ
う
に
な
い
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
。

※  

「
身
こ
そ
隠
し
わ
び
ぬ
れ
」
に
「
一
重
」
と
付
け
た
所
が
ポ
イ
ン
ト
。
「
一
重
」
は
「
単
衣
」
の

こ
と
。
裏
が
な
い
の
で
肌
が
ス
ケ
ス
ケ
に
な
る
。
『
源
氏
物
語
』
賢
木
巻
に
「
ひ
と
へ
を
着
た
ま

へ
る
に
、
透
き
た
ま
へ
る
肌
つ
き
」
云
々
と
あ
る
例
が
分
か
り
や
す
い
。
こ
れ
も
発
想
が
俳
諧
的

で
面
白
い
。

　
　
　
　
　

思
ひ
た
つ
一
重
心
に
世
を
出
で
ゝ

　
　

60　

浅
き
を
聞
く
も
法
な
ら
ず
や
は

《
解  

釈
》
仏
の
教
え
に
も
深
浅
の
差
が
あ
る
そ
う
だ
が
、
別
段
浅
い
教
え
で
あ
っ
て
も
仏
の
教
え
で

あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
浅
い
の
か
深
い
の
か
知
ら
な
い
が
、
そ
れ
を
聞
い
て
私
は
、
ひ
た

す
ら
に
俗
世
を
出
よ
う
と
思
い
立
っ
た
の
だ
。

　
　
　
　
　

浅
き
を
聞
く
も
法
な
ら
ず
や
は

　
　

61　

渡
れ
人
船
待
つ
ほ
ど
の
水
も
な
し

《
解  

釈
》
仏
の
教
え
に
も
深
浅
の
差
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
別
段
浅
い
教
え
で
あ
っ
て
も
仏

の
教
え
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
人
は
そ
れ
を
信
じ
て
、
徒
歩
で
も
向
こ
う
の
岸
へ
渡
れ

ば
よ
い
。
川
は
、
船
で
な
け
れ
ば
渡
れ
な
い
ほ
ど
水
が
深
い
所
ば
か
り
で
は
な
い
の
だ
。

※  

「
法
」
に
「
乗
り
」
を
利
か
せ
て
、
そ
れ
と
「
船
」
と
が
寄
合
。
例
は
「
心
に
と
め
ぬ
法
の
か
な

し
さ
／
一
夜
寝
る
室
の
友
船
こ
ぎ
離
れ
」
（
美
濃
千
句
・
第
九
「
何
色
」
三
二
／
三
三
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

渡
れ
人
船
待
つ
ほ
ど
の
水
も
な
し

　
　

62　

は
る
ゝ
も
出
で
ぬ
五
月
雨
の
宿

《
解  

釈
》
旅
の
途
次
、
降
り
つ
づ
く
五
月
雨
の
た
め
に
宿
に
と
じ
こ
め
ら
れ
て
い
た
が
、
よ
う
や
く

雨
も
止
ん
で
空
も
晴
れ
た
。
次
第
に
川
の
水
嵩
も
減
っ
て
き
て
徒
歩
で
渡
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。

船
で
な
け
れ
ば
渡
れ
な
い
ほ
ど
で
は
な
い
。
も
う
い
い
だ
ろ
う
。
さ
あ
、
出
発
だ
。

※  

第
五
七
句
に
「
軒
端
」
と
あ
り
、
居
所
（
宿
）
が
間
隔
四
句
で
指
合
を
生
じ
て
い
る
。
後
の
連
歌

で
は
強
く
批
判
さ
れ
る
所
で
あ
る
が
、
宗
祇
連
歌
の
去
嫌
は
時
に
鷹
揚
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

は
る
ゝ
も
出
で
ぬ
五
月
雨
の
宿

　
　

63　

月
ぞ
憂
き
雲
の
い
づ
こ
に
更
け
ぬ
ら
む

《
解  

釈
》
宿
に
降
り
こ
め
ら
れ
て
い
た
五
月
雨
も
止
ん
で
、
空
も
晴
れ
た
。
夜
も
更
け
て
月
が
見
え

る
は
ず
だ
が
、
ど
こ
に
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
雲
に
隠
れ
て
見
え
な
い
。
月
よ
、
ど
う
し
て
姿
を

見
せ
て
く
れ
な
い
の
だ
。
私
は
つ
ら
い
で
は
な
い
か
。

※  

前
句
の
「
出
で
ぬ
」
は
、
こ
の
付
合
で
は
「
月
」
の
こ
と
に
な
る
。
美
し
い
表
現
の
中
に
機
知
を

利
か
し
た
い
か
に
も
宗
祇
ら
し
い
付
合
で
あ
る
。
『
下
草
』
に
入
集
す
る
（
六
四
八
）
。

　
　
　
　
　

月
ぞ
憂
き
雲
の
い
づ
こ
に
更
け
ぬ
ら
む

　
　

64　

夜
は
ひ
や
ゝ
か
に
蛍
と
ぶ
か
げ

《
解  

釈
》
夏
の
夜
は
更
け
て
、
飛
び
交
う
蛍
の
光
も
ひ
や
や
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
月
が
出
て
い
る

は
ず
だ
が
、
ど
こ
に
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
雲
に
隠
れ
て
見
え
な
い
。
月
よ
、
ど
う
し
て
姿
を
見

せ
て
く
れ
な
い
の
だ
。
私
は
つ
ら
い
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

夜
は
ひ
や
ゝ
か
に
蛍
と
ぶ
か
げ

　
　

65　

荻
に
風
い
は
ぬ
思
ひ
の
こ
た
へ
し
て

《
解  

釈
》
ひ
や
ゝ
か
に
更
け
て
ゆ
く
初
秋
の
夜
。
も
の
言
わ
ぬ
蛍
が
飛
び
交
う
。
荻
の
葉
が
風
に
吹

か
れ
て
、
そ
よ
と
音
を
立
て
る
。
ま
る
で
、
言
う
に
言
わ
れ
ぬ
蛍
の
思
い
を
思
い
や
っ
て
、
「
そ

う
だ
ね
」
と
応
じ
て
い
る
よ
う
で
は
な
い
か
。

※  

若
い
人
の
た
め
に
言
え
ば
、
蛍
は
鳴
か
な
い
が
、
思
い
の
火
に
燃
え
る
と
い
う
発
想
は
古
典
文
学

の
常
識
。
「
音
も
せ
で
思
ひ
に
も
ゆ
る
蛍
こ
そ
鳴
く
虫
よ
り
も
あ
は
れ
な
り
け
れ
」
（
後
拾
遺
・
三

‐
二
一
六
、
源
重
之
）
な
ど
。
ま
た
、
荻
に
風
が
吹
く
と
「
そ
よ
」
と
音
が
す
る
と
い
う
の
も
常
識
。

「
荻
の
葉
に
そ
よ
と
聞
こ
え
て
吹
く
風
に
落
つ
る
涙
や
露
と
置
く
ら
む
」
（
続
古
今
・
四
‐

三
〇
〇
、
安
法
法
師
）
が
分
か
り
や
す
い
。
「
そ
よ
」
は
「
其
よ
」
で
、
「
そ
う
だ
よ
」
と
い
う
意

味
に
な
る
（
岩
波
古
語
辞
典
）
。

　
　
　
　
　

荻
に
風
い
は
ぬ
思
ひ
の
こ
た
へ
し
て

　
　

66　

夕
べ
の
知
ら
ば
い
か
ゞ
し
の
ば
む

《
解  
釈
》
荻
に
風
が
吹
い
て
「
そ
よ
」
と
音
を
た
て
て
い
ま
す
。
言
う
に
言
え
な
い
私
の
こ
の
思
い

に
対
し
、
ま
る
で
「
そ
う
だ
ね
」
と
応
じ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
け
れ
ど
、
そ
の
声
を
聞

い
て
、
夕
べ
さ
ん
ま
で
も
が
私
の
思
い
を
知
っ
た
ら
、
ど
う
し
ま
し
ょ
う
。
夕
べ
さ
ん
は
、
そ

れ
を
あ
ち
こ
ち
に
言
い
ふ
ら
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
な
っ
た
ら
、
私
が
い
く
ら
耐
え
忍
ん

で
も
無
駄
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

※  

「
夕
べ
の
知
ら
ば
」
の
部
分
、
「
夕
べ
の
空
は
」
と
す
る
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
。
現
代
人
に
は
「
夕

べ
の
空
は
」
の
方
が
自
然
な
気
が
す
る
が
、
句
集
で
は
諸
本
す
べ
て
「
夕
べ
の
知
ら
ば
」
と
な
っ

34
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大
地
震
に
よ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
連
歌
の
九
年
後
で
あ
る
。

※  
「
風
わ
た
る
浜
名
の
橋
の
夕
塩
に
さ
ゝ
れ
て
の
ぼ
る
海
士
の
釣
船
」
（
続
古
今
・
一
九
‐

一
七
三
〇
、
前
大
納
言
為
家
）
に
依
拠
し
て
、
「
海
士
の
釣
船
」
に
「
浜
名
の
橋
」
と
付
け
て
い

る
か
。

　
　
　
　
　

浜
名
の
橋
を
た
ゞ
に
や
は
見
む

　
　

49　

す
み
渡
る
月
に
い
そ
ぐ
な
天
つ
雁

《
解  

釈
》
秋
の
夜
の
浜
名
の
橋
。
北
は
湖
、
南
は
海
。
広
々
と
し
た
夜
空
に
は
雲
一
つ
な
く
、
澄
み
切
っ

た
月
の
光
が
隈
な
く
地
上
を
照
ら
し
て
い
る
。
雁
が
鳴
き
な
が
ら
渡
っ
て
ゆ
く
。
水
面
に
は
月

が
影
を
映
し
、
さ
ら
に
、
渡
る
雁
の
影
さ
え
も
が
映
じ
て
い
る
。
雁
よ
、
そ
ん
な
に
急
が
な
く

て
も
よ
い
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
光
景
を
た
だ
に
見
過
ご
す
の
は
、
お
前
だ
っ
て
惜
し
い
と
思
っ

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

※  

先
の
付
合
と
同
じ
く
浜
名
の
橋
の
叙
景
で
あ
る
が
、
季
節
は
春
か
ら
秋
へ
と
見
事
に
転
換
し
て
い

る
。
表
現
も
こ
の
上
な
く
美
し
い
。
『
下
草
』
に
入
集
（
三
〇
六
）
す
る
が
、
そ
れ
も
当
然
の
付

合
と
言
え
よ
う
。

※  

可
能
性
と
し
て
は
い
く
つ
か
の
解
釈
が
あ
り
得
る
が
、
雁
も
自
分
と
同
じ
よ
う
に
思
っ
て
い
る
だ

ろ
う
と
し
て
、
雁
に
呼
び
か
け
て
い
る
よ
う
に
解
釈
す
る
の
が
、
宗
祇
連
歌
の
解
釈
と
し
て
正
し

い
。
こ
れ
は
、
理
屈
で
な
く
、
彼
の
連
歌
を
数
多
く
味
読
す
る
こ
と
で
体
得
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

私
自
身
は
、
月
が
隈
な
く
照
ら
す
空
を
行
く
雁
に
む
か
っ
て
、
一
体
、
彼
以
外
の
誰
が
「
澄
み
わ

た
る
月
に
急
ぐ
な
」
と
呼
び
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
と
さ
え
思
う
。
若
い
人
の
た
め

に
、
敢
え
て
贅
言
す
る
。

※  

連
歌
で
は
め
っ
た
に
詠
ま
れ
な
い
名
所
だ
が
、
「
浜
名
の
橋
」
に
「
雁
」
が
寄
合
の
は
ず
。
「
初
雁

の
声
の
ゆ
く
へ
も
白
波
の
浜
名
の
橋
の
霧
の
あ
け
ぼ
の
」
（
飛
鳥
井
集
・
一
〇
〇
三
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

す
み
渡
る
月
に
い
そ
ぐ
な
天
つ
雁

　
　

50　

小
萩
う
つ
ろ
ふ
い
寝
が
て
の
頃

《
解  

釈
》
秋
も
た
け
、
盛
り
だ
っ
た
小
萩
も
う
つ
ろ
い
は
じ
め
た
頃
、
澄
み
渡
っ
た
空
の
月
が
皓
々

と
地
上
に
光
を
投
げ
か
け
、
そ
れ
に
照
ら
さ
れ
て
雁
の
鳴
き
渡
っ
て
行
く
の
が
見
え
る
。
素
晴

ら
し
い
秋
の
情
趣
に
、と
て
も
寝
て
な
ど
い
ら
れ
な
い
。
雁
よ
、
そ
ん
な
に
急
が
な
く
て
も
よ
い
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
光
景
を
、
お
前
も
ゆ
っ
く
り
と
味
わ
え
ば
い
い
の
だ
。

※  

「
雁
」
に
「
萩
」
が
寄
合
。
他
の
例
は
「
ひ
と
り
守
る
田
の
面
の
雁
や
露
も
憂
し
／
下
葉
も
も
ろ

く
小
萩
ち
る
頃
」
（
寛
正
二
年
正
月
一
日
「
何
人
」
九
／
一
〇
）
な
ど
宗
祇
好
み
の
も
の
で
あ
る
。

「
夜
を
寒
み
こ
ろ
も
雁
が
ね
鳴
く
な
べ
に
萩
の
下
葉
も
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
」
（
古
今
・
四
‐

二
一
一
、
よ
み
人
し
ら
ず
）
の
和
歌
が
有
名
。

　
　
　
　
　

小
萩
う
つ
ろ
ふ
い
寝
が
て
の
頃

　
　

51　

し
を
る
な
よ
身
に
今
よ
り
の
秋
の
風

《
解  

釈
》
秋
も
た
け
、
盛
り
だ
っ
た
小
萩
も
う
つ
ろ
い
は
じ
め
た
。
様
々
な
思
い
が
去
来
し
、
中
々

寝
付
く
こ
と
が
で
な
い
。
風
の
音
が
聞
こ
え
る
。
こ
れ
か
ら
冬
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
風
は
さ
ら

に
身
に
し
む
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
も
う
こ
れ
以
上
、
私
に
辛
く
当
た
ら
な
い
で
く
れ
。

　
　
　
　
　

し
を
る
な
よ
身
に
今
よ
り
の
秋
の
風

　
　

52　

夕
こ
え
来
れ
ば
山
ぞ
か
さ
な
る

《
解  

釈
》
晩
秋
の
旅
の
夕
方
、
今
日
の
道
を
あ
ら
た
め
て
振
り
返
る
と
、
越
え
て
来
た
山
々
が
背
後

に
重
な
っ
て
見
え
る
。
こ
れ
か
ら
冬
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
秋
風
は
さ
ら
に
寒
く
身
に
し
む
よ
う

に
な
る
だ
ろ
う
が
、
も
う
こ
れ
以
上
、
私
に
辛
く
当
た
ら
な
い
で
く
れ
。

　
　
　
　
　

夕
こ
え
来
れ
ば
山
ぞ
か
さ
な
る

　
　

53　

降
り
そ
む
る
朝
の
雪
に
駒
な
べ
て

《
解  

釈
》
今
朝
、
雪
が
降
り
始
め
た
所
を
、
駒
を
並
べ
て
出
発
し
、
こ
こ
ま
で
辿
り
つ
い
た
。
夕
方

に
な
っ
て
来
た
道
を
振
り
返
る
と
、
今
日
越
え
て
来
た
山
々
が
背
後
に
重
な
っ
て
見
え
る
。

※  

「
夕
」
に
「
朝
」
と
語
を
選
び
、「
か
さ
な
る
」
に
「
雪
」
と
寄
合
を
と
っ
て
い
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
。

他
の
例
は
、
前
者
は
「
秋
霧
は
夕
べ
を
こ
む
る
籬
に
て
／
春
の
朝
や
色
に
霞
め
る
」（
文
安
雪
千
句
・

第
一
「
何
路
」
六
九
／
七
〇
）
な
ど
。
後
者
は
「
か
さ
な
る
峰
は
遠
き
山
の
端
／
降
り
続
く
そ
れ

か
と
見
ゆ
る
富
士
の
雪
」
（
応
永
三
十
一
年
三
月
十
八
日
「
山
何
」
二
四
／
二
五
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

降
り
そ
む
る
朝
の
雪
に
駒
な
べ
て

　
　

54　

枯
野
を
と
ふ
は
た
ゞ
都
人

《
解  

釈
》
朝
か
ら
雪
が
降
り
出
し
た
枯
野
。
そ
こ
を
訪
れ
る
の
は
、
（
鷹
狩
の
た
め
に
）
馬
を
並
べ
て

行
く
都
人
ば
か
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

枯
野
を
と
ふ
は
た
ゞ
都
人

　
　

55　

薮
し
わ
か
ず
も
と
め
ば
梅
や
花
も
見
む

《
解  

釈
》
都
人
が
春
の
息
吹
を
求
め
て
枯
野
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
薮
と
い
わ
ず
あ
ち
こ
ち
隈
な
く
探

し
求
め
れ
ば
、
ま
だ
莟
の
梅
も
、
嬉
し
く
て
き
っ
と
花
を
咲
開
か
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

※  

「
日
の
ひ
か
り
薮
し
わ
か
ね
ば
石
上
ふ
り
に
し
里
に
花
も
咲
き
け
り
」
（
古
今
・
一
七
‐
八
七
〇
、

ふ
る
の
い
ま
み
ち
）
を
踏
ま
え
る
。
詞
書
に
「
石
上
並
松
が
宮
仕
へ
も
せ
で
石
上
と
い
ふ
所
に
こ

も
り
侍
り
け
る
を
、
に
は
か
に
冠
た
ま
は
れ
り
け
れ
ば
、
よ
ろ
こ
び
言
ひ
つ
か
は
す
と
て
」
云
々

と
あ
り
。

　
　
　
　
　

薮
し
わ
か
ず
も
と
め
ば
梅
や
花
も
見
む

　
　

56　

あ
せ
た
る
村
の
春
寒
き
か
げ

《
解  
釈
》
人
気
も
稀
な
さ
び
れ
た
村
は
、
ま
だ
寒
々
と
し
て
、
春
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
は
何
も
な
い

よ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
、
薮
と
い
わ
ず
あ
ち
こ
ち
隈
な
く
探
し
求
め
れ
ば
、
梅
が
花
を
咲
か
せ

て
い
る
の
を
見
つ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

あ
せ
た
る
村
の
春
寒
き
か
げ

　
　

57　

隙
か
こ
ふ
軒
端
の
霞
衣
か
せ

《
解  

釈
》
人
気
も
稀
な
さ
び
れ
た
村
。
春
は
ま
だ
寒
々
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
霞
に
包
ま
れ
て

い
る
。
私
の
住
む
こ
の
陋
屋
は
隙
間
だ
ら
け
で
、
風
が
吹
き
込
ん
で
身
に
当
た
る
。
霞
よ
、
お

前
さ
ん
の
衣
を
、
私
に
貸
し
て
く
れ
な
い
か
。
そ
う
し
て
く
れ
る
な
ら
、
こ
の
寒
さ
も
少
し
は

35
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す
風
の
名
残
で
波
立
っ
て
い
る
湖
面
に
、
揺
れ
な
が
ら
そ
の
影
を
浮
か
べ
て
い
る
。

※  
風
が
吹
き
過
ぎ
た
後
、
水
面
に
映
る
月
影
の
揺
れ
る
様
を
間
接
的
に
描
写
す
る
手
法
が
見
事
で
、

さ
す
が
宗
祇
と
思
わ
せ
る
。
『
下
草
』
に
入
集
す
る
（
五
八
二
）
。

※  

「
月
」
で
秋
季
と
な
る
が
、
第
三
二
句
と
間
隔
六
句
で
指
合
を
生
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

船
渡
す
夜
中
に
月
は
か
た
ぶ
き
て

　
　

40　

待
つ
に
更
け
て
の
星
あ
ひ
や
憂
き

《
解  

釈
》
夜
も
更
け
て
月
も
南
の
空
に
入
ろ
う
と
し
は
じ
め
た
が
、
い
く
ら
待
っ
て
も
あ
の
人
は
来

な
い
。
今
夜
は
七
夕
。
今
頃
は
彦
星
の
妻
迎
え
船
が
天
の
川
を
渡
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
一

年
に
一
度
し
か
逢
え
な
い
二
星
で
す
ら
今
夜
は
逢
え
る
と
い
う
の
に
、
私
は
あ
の
人
に
逢
う
こ

と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
を
思
う
と
、
つ
ら
さ
が
募
る
ば
か
り
で
あ
る
。

※  

前
句
の
「
船
」
を
天
の
川
の
船
に
取
り
な
し
て
、
句
境
を
大
き
く
転
じ
て
い
る
。
こ
れ
も
見
事
。

※  

「
船
」
に
「
待
つ
」
が
寄
合
。
他
の
例
は
「
い
づ
ち
出
で
な
む
島
か
げ
の
船
／
浦
遠
く
と
も
な
ふ

人
を
待
つ
暮
に
」（
熊
野
千
句
・
第
九
「
朝
何
」
八
八
／
八
九
）
な
ど
（
証
歌
省
略
）
。
た
だ
し
「
船
」

に
「
待
つ
」
と
付
け
る
の
は
所
謂
「
用
付
」
で
、
後
の
連
歌
で
は
好
ま
れ
な
い
。

　
　
　
　
　

待
つ
に
更
け
て
の
星
あ
ひ
や
憂
き

　
　

41　

秋
を
契
り
暮
を
た
の
む
も
い
た
づ
ら
に

《
解  

釈
》
秋
に
な
っ
て
か
ら
は
、
暮
ご
と
に
「
今
日
こ
そ
は
あ
の
人
が
来
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
思
っ
て
待
つ
の
だ
け
れ
ど
、
あ
の
人
は
来
な
い
。
「
秋
に
は
必
ず
」
と
い
っ
た
あ
の
人
の
言
葉

は
一
体
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
夜
も
更
け
た
。
今
夜
は
七
夕
。
一
年
に
一
度
し
か
逢
え
な
い

二
星
で
す
ら
今
夜
は
逢
え
る
と
い
う
の
に
、
私
は
あ
の
人
に
逢
え
な
い
。
そ
れ
を
思
う
と
、
つ

ら
さ
が
募
る
ば
か
り
で
あ
る
。

※  

「
秋
を
契
り
暮
を
た
の
む
」
と
い
う
わ
ざ
と
字
余
り
に
し
た
レ
ト
リ
ッ
ク
の
情
感
の
深
さ
、
私
に

は
、
さ
す
が
宗
祇
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

　
　
　
　
　

秋
を
契
り
暮
を
た
の
む
も
い
た
づ
ら
に

　
　

42　

な
ほ
い
つ
ま
で
の
思
ひ
な
ら
ま
し

《
解  

釈
》
秋
に
な
っ
た
。
暮
ご
と
に
「
今
日
こ
そ
は
あ
の
人
が
来
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
思
っ

て
待
つ
の
だ
け
れ
ど
、
あ
の
人
は
来
な
い
。
「
秋
に
は
必
ず
」
と
い
っ
た
あ
の
人
の
言
葉
は
一
体

何
だ
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
私
は
こ
ん
な
思
い
で
、
い
つ
ま
で
あ
の
人
を
待
ち
続
け
ね
ば
な
ら

な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　

な
ほ
い
つ
ま
で
の
思
ひ
な
ら
ま
し

　
　

43　

仮
の
身
を
は
じ
め
な
き
世
に
う
け
そ
め
て

《
解  

釈
》
限
り
も
な
く
遠
い
昔
か
ら
の
因
縁
で
、
た
ま
た
ま
人
間
と
し
て
仮
の
身
を
受
け
た
の
だ
が
、

こ
の
苦
し
み
は
、
い
つ
ま
で
続
く
の
か
。
こ
の
六
道
か
ら
解
脱
し
な
い
限
り
、
永
遠
に
苦
の
世

界
を
輪
廻
す
る
の
だ
ろ
う
。

※  

「
は
じ
め
な
き
」
は
「
無
始
」
の
訓
読
語
。
仏
教
で
「
限
り
な
く
遠
い
昔
か
ら
」
の
意
。
「
六
道
」

は
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・
天
の
六
界
で
、
苦
の
世
界
。
若
い
人
の
た
め
。

　
　
　
　
　

仮
の
身
を
は
じ
め
な
き
世
に
う
け
そ
め
て

　
　

44　

誰
を
う
ら
や
み
誰
を
く
た
さ
む

《
解  

釈
》
我
々
は
全
て
、
限
り
も
な
く
遠
い
昔
か
ら
の
因
縁
で
六
道
に
輪
廻
し
、
た
ま
た
ま
人
間
と

し
て
仮
の
身
を
受
け
た
存
在
。
誰
を
羨
も
う
が
、
誰
を
け
な
そ
う
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
無
意
味
。

み
ん
な
同
じ
よ
う
に
苦
の
世
界
に
い
る
の
だ
。

　
　
　
　
　

誰
を
う
ら
や
み
誰
を
く
た
さ
む

　
　

45　

咲
か
ぬ
木
も
時
し
る
花
の
一
さ
か
り

《
解  

釈
》
花
の
咲
か
な
い
木
の
よ
う
な
自
分
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
時
々
の
花
の
盛
り
は
わ
か
る
。

だ
か
ら
と
言
っ
て
、
誰
か
を
羨
ん
だ
り
、
誰
か
を
け
な
し
た
り
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。
所
詮

は
花
の
一
さ
か
り
。
栄
枯
盛
衰
は
世
の
な
ら
い
な
の
だ
か
ら
。

　
　
　
　
　

咲
か
ぬ
木
も
時
し
る
花
の
一
さ
か
り

　
　

46　

山
は
み
ど
り
の
春
深
き
色

《
解  

釈
》
花
の
咲
か
な
い
木
の
よ
う
な
自
分
で
も
時
節
の
移
り
変
わ
り
は
わ
か
る
。
一
時
あ
れ
ほ
ど

に
咲
き
誇
っ
て
い
た
花
も
散
っ
た
。
山
々
は
緑
の
色
が
深
く
、
春
も
終
わ
り
が
近
い
の
だ
。

　
　
　
　
　

山
は
み
ど
り
の
春
深
き
色

　
　

47　

霞
こ
ぐ
海
士
の
釣
船
遠
き
江
に

《
解  

釈
》
入
江
を
漕
ぎ
ゆ
く
海
士
の
釣
船
が
遠
く
霞
の
中
に
消
え
て
行
く
。
山
々
の
緑
も
色
濃
く
な
り
、

晩
春
の
情
趣
が
深
い
。

※  

『
下
草
』
に
入
集
す
る
（
六
）
。
一
見
、
平
凡
な
眺
望
の
付
合
で
し
か
な
い
よ
う
だ
が
、
そ
う
で

は
な
い
。
味
読
す
れ
ば
、
宗
祇
連
歌
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
れ

る
。
仮
に
、
付
句
に
「
霞
」
の
語
が
な
く
「
漕
ぎ
か
へ
る
海
士
の
釣
船
遠
き
江
に
」
で
あ
っ
た
と

し
よ
う
。
そ
れ
で
は
朦
朧
・
駘
蕩
と
し
た
情
趣
の
深
さ
が
な
く
、
平
凡
な
叙
景
句
に
な
っ
て
し
ま

う
。
「
遠
き
」
が
な
く
「
霞
こ
ぐ
海
人
の
釣
船
わ
た
る
江
に
」
だ
と
し
た
ら
、
眺
望
に
奥
行
が
な

く
な
り
、
こ
れ
も
凡
庸
に
な
る
。
「
霞
」
も
「
遠
き
」
も
残
し
て
「
遠
き
江
の
霞
に
消
ゆ
る
海
士

小
舟
」
だ
と
し
て
も
、
仕
立
の
美
し
さ
の
面
で
大
差
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
霞
こ
ぐ
」
と
い
う
措

辞
も
、
「
遠
き
江
に
」
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
も
、
私
の
調
査
の
限
り
和
歌
に
は
例
の
見
出
さ
れ
な

い
も
の
で
あ
る
。
若
い
人
に
は
、
是
非
そ
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で
、
宗
祇
連
歌
の
水
準
を
理
解
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
妄
言
多
謝
。

　
　
　
　
　

霞
こ
ぐ
海
士
の
釣
船
遠
き
江
に

　
　

48　

浜
名
の
橋
を
た
ゞ
に
や
は
見
む

《
解  

釈
》
入
江
を
漕
ぎ
ゆ
く
海
士
の
釣
船
が
、
霞
の
中
に
消
え
て
行
く
。
こ
の
浜
名
の
橋
の
あ
た
り

の
素
晴
ら
し
い
光
景
を
、
人
は
た
だ
ぼ
ん
や
り
と
見
過
ご
し
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

※  

「
浜
名
の
橋
」
は
遠
江
国
の
名
所
。
古
く
浜
名
湖
は
海
と
隔
た
っ
た
淡
水
湖
で
、
浜
名
川
が
流
れ

出
て
遠
州
灘
に
注
い
で
い
た
。
そ
の
浜
名
川
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
の
が
浜
名
の
橋
で
あ
る
。
そ
の

辺
り
の
当
時
の
景
色
は
『
更
科
日
記
』
や
『
東
関
紀
行
』
に
描
写
が
あ
る
。
な
お
、
全
く
の
蛇
足

だ
が
、
浜
名
湖
が
遠
州
灘
と
つ
な
が
っ
た
の
は
明
応
七
年
八
月
二
十
五
日
、
東
海
地
方
を
襲
っ
た

36
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ひ
と
り
や
月
の
ゆ
く
へ
を
も
見
む

　
　

31　

分
か
ざ
ら
む
秋
の
空
か
は
待
て
し
ば
し

《
解  
釈
》
な
ん
だ
、
君
は
も
う
帰
る
の
か
。
し
ば
ら
く
待
て
よ
。
今
夜
は
他
で
も
な
い
、
一
年
で
も

特
別
だ
と
さ
れ
て
い
る
名
月
の
夜
で
は
な
い
か
。
二
人
で
歓
を
尽
く
そ
う
。
私
独
り
で
月
の
行

方
を
見
守
る
な
ん
て
こ
と
、
さ
せ
な
い
で
く
れ
。

※  

「
分
か
ざ
ら
む
秋
の
空
か
は
」
の
意
味
が
解
り
に
く
い
が
、「
分
か
な
い
秋
の
空
」
の
反
語
で
「
分

く
秋
の
空
」
。
「
分
く
」
を
「
区
別
す
る
」
の
意
味
だ
と
す
る
と
、
並
の
秋
の
空
で
は
な
い
「
特
別

な
秋
の
空
」
と
い
う
こ
と
で
、
前
句
の
「
月
」
と
の
関
連
で
「
秋
の
名
月
の
空
」
の
こ
と
だ
と
解

釈
し
た
。
一
抹
の
不
安
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
解
釈
は
う
ま
く
行
く
。
如
何
。

　
　
　
　
　

分
か
ざ
ら
む
秋
の
空
か
は
待
て
し
ば
し

　
　

32　

い
さ
や
命
の
の
ち
の
夕
露

《
解  

釈
》
死
期
を
目
前
に
し
て
眺
め
る
秋
の
夕
べ
の
空
。
私
の
命
は
、
あ
た
り
に
置
か
れ
て
い
る
露

の
よ
う
に
、
は
か
な
く
消
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
も
う
し
ば
ら
く
こ
の
夕
べ
の
空
を
眺

め
て
い
た
い
の
だ
。
私
は
も
う
、
明
日
の
夕
べ
の
空
は
眺
め
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
。

※  

「
分
か
ざ
ら
ん
秋
の
空
」
は
、
こ
の
付
合
で
は
「
人
生
最
後
の
日
の
秋
の
空
」
と
い
う
内
容
に
な

る
と
思
う
。
ま
た
、
付
句
の
仕
立
は
超
論
理
的
に
語
を
連
鎖
さ
せ
て
い
る
も
の
な
の
で
、
解
釈
が

難
し
い
が
、
右
の
ご
と
く
と
し
た
。
如
何
。

　
　
　
　
　

い
さ
や
命
の
の
ち
の
夕
露

　
　

33　

草
の
原
名
残
忘
れ
ぬ
人
も
が
な

《
解  

釈
》
ま
も
な
く
私
の
命
は
、
置
か
れ
た
夕
露
の
よ
う
に
、は
か
な
く
消
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。
私
は
、

所
詮
、
草
の
原
。
わ
ざ
わ
ざ
訪
れ
る
人
な
ど
い
よ
う
は
ず
は
な
い
が
、
せ
め
て
忘
れ
ず
に
思
い

出
し
て
く
れ
る
人
が
い
て
ほ
し
い
と
思
う
。

※  

「
草
の
原
」
は
『
源
氏
物
語
』
花
宴
巻
の
「
う
き
身
世
に
や
が
て
消
え
な
ば
尋
ね
て
も
草
の
原
を

ば
問
は
じ
と
や
思
ふ
」
に
基
づ
く
表
現
。
「
何
の
花
が
咲
く
訳
で
も
な
い
、
た
だ
の
草
の
原
」
と

い
う
意
。

　
　
　
　
　

草
の
原
名
残
忘
れ
ぬ
人
も
が
な

　
　

34　

桜
う
ち
散
り
里
ぞ
ふ
り
ゆ
く

《
解  

釈
》
咲
い
て
い
た
桜
も
散
り
、
以
前
と
同
じ
人
目
も
稀
な
寂
れ
た
里
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

野
も
、
今
は
草
の
原
。
わ
ざ
わ
ざ
訪
れ
る
人
な
ど
い
よ
う
は
ず
は
な
い
が
、
せ
め
て
桜
を
惜
し

ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
思
い
出
し
て
く
れ
る
人
が
い
て
ほ
し
い
と
思
う
。

※  

言
わ
ず
も
が
な
だ
が
、
前
句
の
「
名
残
」
は
、
先
の
付
合
で
は
「
人
と
の
死
別
」
。
そ
れ
を
「
花

と
の
別
れ
」
に
取
り
な
し
て
句
境
を
転
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

桜
う
ち
散
り
里
ぞ
ふ
り
ゆ
く

　
　

35　

た
ち
な
れ
し
狩
場
の
交
野
春
暮
れ
て

《
解  

釈
》
晩
春
の
交
野
の
里
、
桜
が
は
ら
は
ら
と
散
る
。
い
つ
も
こ
こ
で
狩
を
し
て
い
た
都
人
た
ち

が
立
ち
さ
れ
ば
、
こ
の
里
も
ま
た
古
さ
れ
た
所
と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

※  

「
桜
」
に
「
交
野
」
が
寄
合
。
「
ま
た
や
見
む
交
野
の
御
野
の
桜
が
り
花
の
雪
ち
る
春
の
あ
け
ぼ
の
」

（
新
古
今
・
二
‐
一
一
四
、
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
）
の
名
歌
が
あ
る
。
連
歌
で
の
例
は
、
他
に
「
桜

が
り
春
雨
ふ
ら
ば
い
か
ゞ
せ
む
／
霞
む
交
野
は
里
も
つ
ゞ
か
ず
」（
文
安
四
年
十
月
十
八
日
「
朝
何
」

八
五
／
八
六
）
な
ど
。
「
交
野
」
は
、
河
内
国
の
名
所
。
大
阪
府
交
野
市
。

※  

「
春
暮
れ
て
」
は
、
季
節
の
「
暮
」
だ
か
ら
夕
時
分
と
は
さ
れ
ず
、
夕
時
分
と
は
間
隔
二
句
以
上

で
可
。
従
っ
て
、
第
三
二
句
の
「
夕
露
」
と
指
合
に
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　

た
ち
な
れ
し
狩
場
の
交
野
春
暮
れ
て

　
　

36　

あ
り
か
や
い
づ
く
雉
子
鳴
く
声

《
解  

釈
》
狩
の
た
め
に
何
度
も
訪
れ
た
交
野
の
里
。
雉
子
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
。
ど
こ
で
鳴
い
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
明
日
の
朝
は
、
あ
の
あ
た
り
に
鷹
を
放
つ
こ
と
に
し
よ
う
。
春
が
過
ぎ
去

ろ
う
と
し
て
い
る
。
間
も
な
く
狩
の
季
節
も
終
わ
り
だ
。

※  

春
の
鷹
狩
の
状
景
で
あ
る
。
前
夜
、
鳴
き
声
に
よ
っ
て
鳥
の
い
る
所
を
見
当
つ
け
て
お
き
（
聞
き

す
ゑ
鳥
）
、
そ
の
夜
は
山
中
に
泊
り
（
泊
り
山
）
、
翌
朝
早
く
鷹
を
放
つ
（
朝
鷹
狩
）
の
で
あ
る
。
「
鳴

鳥
狩
」
（
な
い
と
が
り
）
と
も
言
う
。
「
狩
場
」
に
「
雉
」
が
寄
合
。
他
に
「
春
の
日
を
あ
か
ぬ
狩

場
の
暮
ご
と
に
／
ふ
す
や
雉
子
の
声
か
く
す
ら
む
」
（
文
明
五
年
二
月
一
日
「
何
人
」
一
九
／

二
〇
）
な
ど
。
勿
論
「
交
野
」
に
「
雉
」
も
寄
合
。
「
花
に
ほ
ふ
交
野
の
原
に
鷹
す
ゑ
て
／
い
つ

か
狩
路
に
雉
子
鳴
く
な
り
」
（
文
安
雪
千
句
・
第
二
「
朝
何
」
一
一
／
一
二
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

あ
り
か
や
い
づ
く
雉
子
鳴
く
声

　
　

37　

雪
な
が
ら
霞
む
外
山
の
朝
ご
と
に

《
解  

釈
》
奥
山
は
ま
だ
雪
の
ま
ま
だ
が
、
さ
す
が
に
春
、
外
山
に
は
、
朝
ご
と
に
霞
が
か
か
る
よ
う

に
な
っ
た
。
雉
子
の
鳴
く
声
が
す
る
が
、
あ
れ
は
ど
こ
で
鳴
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　

雪
な
が
ら
霞
む
外
山
の
朝
ご
と
に

　
　

38　

伊
吹
颪
ぞ
波
に
残
れ
る

《
解  

釈
》
伊
吹
山
は
ま
だ
雪
で
覆
わ
れ
て
い
る
が
、
さ
す
が
春
。
外
山
に
は
霞
が
か
か
っ
て
い
る
。

朝
ご
と
に
吹
く
伊
吹
颪
も
今
は
止
ん
で
い
る
が
、
そ
の
名
残
で
湖
面
は
ま
だ
波
立
っ
て
い
る
。

※  

前
句
の
「
朝
ご
と
に
」
は
、
先
の
付
合
で
は
「
霞
が
か
か
る
こ
と
」
。
こ
の
付
合
で
は
「
伊
吹
颪

が
吹
く
こ
と
」
に
な
る
。
伊
吹
颪
が
吹
き
止
ん
だ
か
ら
、
霞
は
流
さ
れ
ず
に
外
山
に
か
か
り
、
湖

面
に
は
そ
の
余
波
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
理
屈
が
き
れ
い
に
決
ま
っ
て
い
る
。

※  
「
外
山
」
に
「
伊
吹
」
が
寄
合
。
「
冬
ふ
か
く
野
は
な
り
に
け
り
近
江
な
る
伊
吹
の
外
山
雪
降
り

ぬ
ら
し
」
（
続
古
今
・
六
‐
六
四
七
、
曽
祢
好
忠
）
と
い
う
歌
が
あ
る
。
連
歌
で
は
「
船
い
そ
げ

月
は
外
山
の
朝
わ
た
り
／
伊
吹
颪
の
秋
さ
む
き
空
」
（
下
草
：
龍
谷
大
本
・
三
‐
三
九
〇
）
な
ど
。

※  

「
伊
吹
」
は
近
江
国
の
名
所
。
第
三
五
句
「
交
野
」
と
名
所
が
間
隔
二
句
で
指
合
を
生
じ
て
い
る
。

後
の
連
歌
な
ら
強
く
批
判
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
宗
祇
連
歌
は
、
去
嫌
に
鷹
揚
な
所
が
あ
る
。

　
　
　
　
　

伊
吹
颪
ぞ
波
に
残
れ
る

　
　

39　

船
渡
す
夜
中
に
月
は
か
た
ぶ
き
て

《
解  

釈
》
夜
中
、
琵
琶
湖
を
船
で
渡
る
。
月
は
よ
う
や
く
西
の
空
に
傾
き
、
伊
吹
山
か
ら
吹
き
下
ろ

37

- 5 -

宗祇独吟「住吉夢想百韻」注解宗祇独吟「住吉夢想百韻」注解



《
解  

釈
》
秋
の
山
中
の
旅
寝
。
あ
た
り
は
一
面
の
夜
露
で
、
そ
の
露
の
一
つ
一
つ
に
月
の
光
が
映
じ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
ま
る
で
月
世
界
の
都
も
こ
う
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
光
景
で
あ
る
。

こ
の
幻
想
的
な
光
景
を
見
れ
ば
、
旅
の
辛
さ
も
、
し
ば
し
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
だ
。

　
　
　
　
　

秋
の
山
に
や
旅
を
忘
れ
む

　
　

21　

鳴
く
鹿
に
我
が
妻
恋
を
な
ぐ
さ
め
て

《
解  

釈
》
旅
の
一
夜
。
残
し
て
き
た
妻
の
こ
と
が
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
牡
鹿
の
妻
を
呼
ぶ
声
が
秋

の
山
に
響
く
。
今
夜
、
妻
が
恋
し
く
て
泣
く
（
鳴
く
）
の
は
、
私
一
人
だ
け
で
は
な
い
の
だ
。

そ
う
思
う
と
、
旅
の
辛
さ
も
忘
れ
、
少
し
慰
め
ら
れ
た
気
持
ち
に
な
る
。

※  

「
秋
の
山
」
に
「
鹿
」
が
寄
合
。
先
例
は
「
思
ひ
や
る
心
も
秋
の
山
越
え
て
／
幾
重
の
霧
に
鹿
の

鳴
く
ら
む
」
（
文
明
十
二
年
九
月
八
日
「
何
人
」
四
三
／
四
四
）
な
ど
。
「
奥
山
に
紅
葉
ふ
み
分
け

鳴
く
鹿
の
声
き
く
時
ぞ
秋
は
か
な
し
き
」
（
古
今
・
四
‐
二
一
五
、
よ
み
人
し
ら
ず
）
の
和
歌
が

有
名
。

　
　
　
　
　

鳴
く
鹿
に
我
が
妻
恋
を
な
ぐ
さ
め
て

　
　

22　

逢
は
ざ
ら
め
や
の
夕
べ
だ
に
憂
し

《
解  

釈
》
恋
は
常
に
苦
し
い
も
の
。
こ
の
夕
べ
、
約
束
し
て
く
れ
た
の
だ
か
ら
、
行
け
ば
、
あ
の
人

は
き
っ
と
会
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
、
そ
う
は
思
い
な
が
ら
い
る
の
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
や

は
り
苦
し
い
思
い
は
変
わ
ら
な
い
。
し
き
り
に
鹿
の
妻
を
呼
ぶ
声
が
聞
こ
え
る
。
あ
の
鹿
は
今
夜
、

妻
に
逢
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
と
同
じ
よ
う
に
苦
し
い
思
い
を
し
て
い
る
こ
と
だ

ろ
う
。
私
だ
け
が
苦
し
い
の
で
は
な
い
。
そ
う
思
う
と
、
少
し
は
慰
め
ら
れ
る
気
持
ち
に
な
る
。

　
　
　
　
　

逢
は
ざ
ら
め
や
の
夕
べ
だ
に
憂
し

　
　

23　

さ
の
み
や
は
頼
め
し
こ
と
の
あ
だ
な
ら
む

《
解  

釈
》
き
っ
と
と
約
束
し
た
夕
べ
、
あ
の
人
の
来
訪
が
待
ち
遠
し
く
て
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
、
本

当
に
あ
の
人
は
来
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
思
う
と
か
え
っ
て
辛
く
な
る
。
い
や
、
ま
さ

か
裏
切
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
い
や
、
や
っ
ぱ
り
不
安
だ
。

※  

前
句
は
、
先
の
付
合
で
は
男
の
立
場
。
こ
の
付
合
で
は
女
性
の
立
場
に
な
る
。

　
　
　
　
　

さ
の
み
や
は
頼
め
し
こ
と
の
あ
だ
な
ら
む

　
　

24　

恨
み
し
心
見
え
も
こ
そ
す
れ

《
解  

釈
》
き
っ
と
訪
ね
ま
す
よ
と
、
あ
ん
な
に
ま
で
当
て
に
さ
せ
て
お
い
て
す
っ
ぽ
か
す
な
ん
て
あ

り
得
る
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
は
ず
は
な
い
で
し
ょ
う
。
で
も
、
あ
な
た
は
す
っ
ぽ
か
し
ま
し
た

よ
ね
。
私
は
本
当
に
恨
み
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
あ
な
た
に
も
解
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

恨
み
し
心
見
え
も
こ
そ
す
れ

　
　

25　

た
へ
ね
た
ゞ
思
ふ
に
か
な
ふ
人
も
な
し

《
解  

釈
》
何
事
も
思
い
ど
お
り
に
な
ら
な
い
こ
の
世
を
、
あ
な
た
が
ど
れ
ほ
ど
恨
み
が
ま
し
く
思
っ

て
い
る
か
、
そ
れ
は
私
に
も
わ
か
り
ま
す
。
け
れ
ど
、
我
慢
す
る
よ
り
な
い
の
で
す
。
こ
の
世

の
何
事
を
も
自
分
の
思
い
通
り
に
で
き
る
人
な
ど
い
な
い
の
で
す
。

※  

『
下
草
』
に
入
集
す
る
（
龍
谷
大
本
九
三
〇
、
金
子
本
一
〇
八
〇
、
続
類
従
本
一
〇
六
二
、
東
山

御
文
庫
本
一
〇
七
四
）
。
以
下
、
『
下
草
』
入
集
句
は
、
金
子
本
の
句
番
号
の
み
を
示
す
。

　
　
　
　
　

た
へ
ね
た
ゞ
思
ふ
に
か
な
ふ
人
も
な
し

　
　

26　

安
げ
な
る
身
も
よ
そ
目
な
り
け
り

《
解  

釈
》
世
の
中
に
、
何
事
も
思
い
ど
お
り
に
な
る
人
な
ん
て
い
な
い
。
満
足
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ

て
も
我
慢
す
る
し
か
な
い
。
何
の
不
満
も
な
く
安
ら
か
に
暮
ら
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
人

だ
っ
て
、
そ
れ
は
よ
そ
目
に
そ
う
見
え
る
だ
け
の
こ
と
だ
。

　
　
　
　
　

安
げ
な
る
身
も
よ
そ
目
な
り
け
り

　
　

27　

水
を
友
山
を
隣
の
草
の
庵

《
解  

釈
》
近
く
を
流
れ
る
水
を
友
人
と
し
、
山
を
隣
人
と
す
る
茅
屋
で
の
生
活
。
何
と
安
ら
か
そ
う

な
生
活
だ
と
は
思
う
が
、
私
に
は
そ
ん
な
生
活
は
無
理
。
た
だ
余
所
な
が
ら
羨
ま
し
く
思
う
の

み
で
あ
る
。

※  

「
草
の
庵
」
に
対
し
て
「
水
を
友
山
を
隣
」
と
、
平
凡
で
地
味
な
語
を
並
べ
た
レ
ト
リ
ッ
ク
を
付

加
す
る
だ
け
で
、
清
閑
で
安
ら
か
な
独
居
生
活
が
見
事
に
想
起
さ
れ
る
の
が
、
並
の
作
者
に
は
到

底
マ
ネ
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
所
。
さ
す
が
宗
祇
。
『
下
草
』
に
入
集
す
る
（
一
〇
三
六
）
。

※  

「
水
を
友
」
の
「
友
」
は
比
喩
で
あ
る
の
で
、
人
倫
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
な
い
。
人
倫
は
作
法
ど

お
り
第
二
五
句
（
人
）
・
第
二
六
句
（
身
）
の
二
句
で
棄
て
ら
れ
て
お
り
、
指
合
は
生
じ
な
い
。

　
　
　
　
　

水
を
友
山
を
隣
の
草
の
庵

　
　

28　

夜
深
き
霜
に
川
風
ぞ
吹
く

《
解  

釈
》
近
く
を
流
れ
る
水
を
友
人
と
し
、
山
を
隣
人
と
す
る
茅
屋
で
の
生
活
。
冬
の
夜
が
更
け
て

ゆ
く
に
つ
れ
、
あ
た
り
は
一
面
の
霜
と
な
り
、
川
風
が
身
を
切
る
よ
う
に
寒
い
。

　
　
　
　
　

夜
深
き
霜
に
川
風
ぞ
吹
く

　
　

29　

た
つ
鴛
の
あ
と
を
う
き
寝
の
声
わ
び
て

《
解  

釈
》
冬
の
夜
の
川
原
。
夜
が
更
け
て
ゆ
く
に
つ
れ
、
あ
た
り
は
一
面
の
霜
と
な
り
、
風
が
身
を

切
る
よ
う
に
寒
い
。
番
い
の
鴛
鴦
の
一
羽
が
飛
び
立
っ
て
行
っ
た
。
残
さ
れ
た
一
羽
は
、
今
夜
、

波
の
上
に
浮
か
び
つ
つ
寂
し
く
寝
る
の
だ
ろ
う
か
、
悲
し
そ
う
な
声
が
聞
こ
え
る
。

※  

「
霜
の
夜
」
に
「
鴛
」
が
寄
合
。
証
歌
は
「
夜
を
寒
み
寝
覚
め
て
聞
け
ば
鴛
ぞ
鳴
く
は
ら
ひ
も
あ

へ
ず
霜
や
置
く
ら
む
」
（
後
撰
・
八
‐
四
七
八
、
よ
み
人
し
ら
ず
）
な
ど
。
連
歌
で
の
他
の
例
は
「
床

は
荒
れ
て
い
く
夜
の
霜
を
は
ら
ふ
ら
む
／
波
に
ま
た
鳴
く
鴛
の
あ
は
れ
さ
」
（
延
徳
二
年
二
月

二
十
五
日
「
何
人
」
七
九
／
八
〇
）
な
ど
。

※  
水
辺
が
第
二
七
句
（
水
）
、
第
二
八
句
（
川
）
、
第
二
九
句
（
鴛
）
と
三
句
連
続
す
る
の
で
体
用
の

沙
汰
が
必
要
で
あ
る
が
、
第
二
九
句
の
「
鴛
」
は
体
用
の
外
で
あ
る
の
で
、
問
題
は
生
じ
な
い
。

　
　
　
　
　

た
つ
鴛
の
あ
と
を
う
き
寝
の
声
わ
び
て

　
　

30　

ひ
と
り
や
月
の
ゆ
く
へ
を
も
見
む

《
解  

釈
》
冬
の
夜
の
川
辺
。
番
い
の
鴛
鴦
の
一
羽
が
飛
び
立
っ
て
行
っ
た
。
残
さ
れ
た
一
羽
は
、
今

夜
は
波
の
上
に
浮
か
び
つ
つ
独
り
で
月
の
行
方
を
見
守
る
の
だ
ろ
う
か
、
悲
し
そ
う
な
声
が
聞

こ
え
る
。

38
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る
山
の
心
を
今
は
我
が
友
と
す
る
ま
で
住
み
な
れ
に
け
り
」
（
草
根
集
・
九
六
三
〇
）
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　
　
　
　
　

水
に
ぞ
山
の
心
を
も
知
る

　
　

13　

風
を
の
み
花
は
恨
み
じ
吉
野
川

《
解  

釈
》
（
吉
野
川
の
）
水
に
尋
ね
れ
ば
、
（
吉
野
山
の
）
花
の
心
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
吉
野
山

の
）
花
は
、
自
分
を
散
ら
す
風
だ
け
を
恨
み
に
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
（
き
っ
と
、
あ
っ

と
い
う
間
に
去
っ
て
ゆ
く
春
の
こ
と
も
、
恨
み
に
思
っ
て
い
る
は
ず
だ
）
。

※  

「
み
吉
野
の
山
の
心
は
け
ふ
や
知
る
い
つ
か
は
雪
の
降
ら
ぬ
日
は
あ
り
し
」
（
躬
恒
集
・
九
五
）

の
和
歌
に
拠
り
、
「
山
の
心
」
に
「
吉
野
」
と
付
け
て
い
る
。

※  

前
句
の
「
水
」
を
「
吉
野
川
の
水
」
の
こ
と
と
し
、
「
山
」
を
「
吉
野
山
の
花
」
の
こ
と
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
擬
人
化
し
て
、
そ
の
問
答
と
す
る
こ
と
で
、
一
見
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
訳
が
分
か

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
前
句
を
、
見
事
に
処
理
し
て
い
る
。
そ
れ
で
い
て
、
付
句
は
、
散
り
ゆ

く
花
の
情
趣
あ
ふ
れ
る
仕
立
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
宗
祇
な
ら
で
は
の
技
だ
と
私
は
思
う
。

　
　
　
　
　

風
を
の
み
花
は
恨
み
じ
吉
野
川

　
　

14　

は
や
く
も
か
は
る
古
郷
の
春

《
解  

釈
》
古
来
、
何
度
も
行
幸
の
地
と
な
っ
た
吉
野
。
春
は
あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ
去
っ
て
行
き
、

風
に
散
ら
さ
れ
た
桜
の
花
弁
が
吉
野
川
に
流
れ
落
ち
る
。
山
の
花
は
、
自
分
を
散
ら
す
風
だ
け

で
は
な
く
、
早
く
過
ぎ
去
る
春
を
も
恨
み
に
思
う
こ
と
だ
ろ
う
。

※  

先
の
付
合
の
内
容
は
「
風
だ
け
を
恨
み
に
思
う
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
。
当
然
、
次
の
付

合
で
は
「
で
は
、
風
以
外
に
？
」
と
い
う
答
え
が
期
待
さ
れ
る
。
多
く
の
寄
合
を
取
り
つ
つ
、
そ

の
期
待
に
見
事
に
応
え
て
い
る
。
行
様
の
面
白
い
所
で
あ
る
。

※  

「
吉
野
」
に
「
古
郷
」
が
寄
合
。
先
例
は
「
尋
ね
入
る
吉
野
の
山
の
道
と
ひ
て
／
へ
だ
ゝ
る
ま
ゝ

に
偲
ぶ
古
郷
」
（
応
永
三
十
二
年
閏
六
月
二
十
五
日
「
山
何
」
二
五
／
二
六
）
な
ど
。
ま
た
「
川
」

に
「
は
や
し
」
が
寄
合
。
先
例
は
「
春
を
せ
け
夏
こ
そ
近
つ
あ
す
か
川
／
流
れ
て
は
や
き
水
ぞ
霞

め
る
」
（
文
安
雪
千
句
・
第
十
「
花
之
何
」
三
七
／
三
八
）
な
ど
。
共
に
証
歌
を
挙
げ
る
必
要
は

あ
る
ま
い
。
た
だ
し
「
川
」
に
「
は
や
し
」
と
付
け
る
の
は
所
謂
「
用
付
」
で
、
後
の
連
歌
で
は

好
ま
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
「
花
」
に
「
春
」
も
当
然
寄
合
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

は
や
く
も
か
は
る
古
里
の
春

　
　

15　

つ
れ
て
来
し
契
り
も
雁
の
別
路
に

《
解  

釈
》
寂
れ
た
古
郷
。
春
と
も
間
も
な
く
お
別
れ
だ
。
雁
も
、
北
へ
帰
っ
て
行
く
。
そ
の
中
に
は
、

夫
婦
で
渡
っ
て
き
な
が
ら
、
伴
侶
を
亡
く
し
て
帰
る
雁
も
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ど
れ
ほ
ど
辛
い

こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

※  

「
北
へ
行
く
雁
ぞ
鳴
く
な
る
つ
れ
て
来
し
数
は
足
ら
で
ぞ
帰
る
べ
ら
な
る
」
（
古
今
・
九
‐

四
一
二
、
よ
み
人
し
ら
ず
）
を
前
提
に
し
た
付
合
。
後
注
に
「
こ
の
歌
は
、
あ
る
人
、
男
女
も
ろ

と
も
に
人
の
国
に
ま
か
り
け
り
。
男
、
ま
か
り
い
た
り
て
す
な
は
ち
身
ま
か
り
に
け
れ
ば
、
女
ひ

と
り
京
へ
帰
り
け
る
道
に
、
帰
る
雁
の
鳴
き
け
る
を
聞
き
て
よ
め
る
と
な
む
い
ふ
」
と
あ
る
。

※  

「
古
郷
」
に
「
雁
」
が
寄
合
。
先
例
は
「
古
郷
人
や
衣
う
つ
ら
む
／
一
行
は
初
雁
が
ね
の
今
鳴
き

て
」
（
紫
野
千
句
・
第
三
「
何
船
」
一
〇
／
一
一
）
な
ど
（
証
歌
省
略
）
。

　
　
　
　
　

つ
れ
て
来
し
契
り
も
雁
の
別
路
に

　
　

16　

浮
か
べ
る
雲
の
世
を
ば
た
の
ま
じ

《
解  

釈
》
春
の
空
を
、
雁
は
北
へ
帰
っ
て
ゆ
く
。
そ
の
中
に
は
、
夫
婦
で
渡
っ
て
き
な
が
ら
、
伴
侶

を
亡
く
し
て
帰
る
雁
も
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ど
れ
ほ
ど
辛
い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
け
れ
ど
、
そ

れ
が
世
の
定
め
。
あ
の
空
の
浮
雲
の
よ
う
に
は
か
な
い
世
を
、
永
続
す
る
も
の
と
当
て
に
し
て

は
な
ら
な
い
。

※  

「
雁
」
に
「
雲
」
が
寄
合
。
先
例
は
「
夕
暮
の
そ
な
た
ゆ
か
し
く
雁
鳴
き
て
／
天
と
ぶ
雲
や
風
に

行
く
ら
む
」
（
応
永
三
十
年
十
一
月
二
十
一
日
「
何
人
」
九
三
／
九
四
）
な
ど
。
証
歌
は
「
春
来

れ
ば
雁
帰
る
な
り
白
雲
の
道
ゆ
き
ぶ
り
に
こ
と
や
つ
て
ま
し
」
（
古
今
・
一
‐
三
〇
、
凡
河
内
み

つ
ね
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

浮
か
べ
る
雲
の
世
を
ば
た
の
ま
じ

　
　

17　

道
な
ら
ぬ
身
は
わ
び
ぬ
る
も
つ
ら
か
ら
で

《
解  

釈
》
世
間
と
の
係
わ
り
は
一
切
捨
て
た
身
の
上
。
侘
し
く
思
う
こ
と
は
あ
る
が
、
辛
い
と
は
思

わ
な
い
。
空
に
浮
か
ぶ
雲
の
よ
う
な
頼
り
な
い
世
の
中
に
い
る
よ
り
は
、
ず
っ
と
マ
シ
で
あ
る
。

※  

「
道
」
は
「
世
間
の
交
際
」（
岩
波
古
語
辞
典
）
の
意
味
だ
と
し
て
解
釈
し
た
。
「
我
が
身
こ
そ
か
ゝ

る
道
狭
き
者
と
な
り
て
様
を
替
ふ
る
と
も
」
（
盛
衰
記
・
四
〇
）
と
い
う
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

如
何
。

※  

『
論
語
』
述
而
編
に
見
え
る
「
飯
疎
飲
水
、
曲
肱
而
枕
之
、
楽
亦
在
其
中
矣
、
不
義
而
富
且
貴
、

於
我
如
浮
雲
」
の
章
句
を
念
頭
に
お
い
た
付
合
だ
と
私
は
思
う
が
、
如
何
。

　
　
　
　
　

道
な
ら
ぬ
身
は
わ
び
ぬ
る
も
つ
ら
か
ら
で

　
　

18　

よ
し
古
り
ぬ
と
も
か
ゝ
る
蓬
生

《
解  

釈
》
世
間
と
の
係
わ
り
は
一
切
捨
て
た
身
の
上
。
侘
し
く
思
う
こ
と
は
あ
る
が
辛
い
と
は
思
わ

な
い
。
こ
ん
な
蓬
が
生
え
放
題
の
所
で
年
を
と
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
仕
方
が
な
い
こ

と
な
の
だ
。

　
　
　
　
　

よ
し
古
り
ぬ
と
も
か
ゝ
る
蓬
生

　
　

19　

う
つ
ろ
へ
ば
露
こ
そ
月
の
都
な
れ

《
解  
釈
》
こ
ん
な
蓬
が
生
え
放
題
の
所
で
年
を
と
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
慰
み
は
あ
る
。
秋

の
夜
な
ど
、
、
一
面
の
蓬
に
置
か
れ
た
露
の
一
つ
一
つ
に
月
の
光
が
映
ず
る
。
そ
れ
は
、
ま
る
で

月
世
界
の
都
も
こ
う
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
光
景
で
あ
る
。

※  

「
蓬
生
」
に
「
月
」
が
寄
合
。
先
例
は
「
霜
こ
り
つ
め
る
道
の
蓬
生
／
古
郷
に
め
ぐ
る
や
月
の
も

と
の
秋
」
（
宝
徳
四
年
千
句
・
第
八
「
山
何
」
五
四
／
五
五
）
な
ど
。
証
歌
は
「
秋
ふ
け
ぬ
鳴
け

や
霜
夜
の
き
り
〴
〵
す
や
ゝ
影
寒
し
蓬
生
の
月
」
（
新
古
今
・
五
‐
五
一
七
、
太
上
天
皇
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

う
つ
ろ
へ
ば
露
こ
そ
月
の
都
な
れ

　
　

20　

秋
の
山
に
や
旅
を
忘
れ
む

39
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《
解  

釈
》
雪
の
帰
り
道
。
遠
里
小
野
の
あ
た
り
を
通
過
す
る
。
雪
で
視
界
が
き
か
ず
、
と
も
す
れ
ば

迷
い
そ
う
に
な
る
が
、
住
吉
の
松
を
し
る
べ
に
す
れ
ば
、
迷
う
こ
と
は
な
い
。

※  
「
遠
里
小
野
」
は
摂
津
国
の
名
所
。
大
阪
市
住
吉
区
遠
里
小
野
。
住
吉
大
社
と
の
距
離
は
約
一
キ

ロ
。
「
住
吉
の
松
の
う
れ
よ
り
響
き
来
て
遠
里
小
野
に
秋
風
ぞ
吹
く
」
（
続
後
撰
・
五
‐
二
六
七
、

後
徳
大
寺
左
大
臣
）
な
ど
。
当
然
「
住
吉
」
に
「
遠
里
小
野
」
が
寄
合
と
な
る
。
先
例
は
「
住
吉

の
ま
つ
に
程
ふ
る
時
鳥
／
遠
里
小
野
の
末
の
急
雨
」
（
文
明
十
一
年
十
一
月
二
十
二
日
「
何
船
」

九
三
／
九
四
）
な
ど
。
他
に
「
松
」
に
「
雪
」
も
寄
合
だ
が
、
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
レ
ベ
ル
。

以
下
、
寄
合
の
指
摘
は
必
要
と
思
わ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
る
。

　
　
　
　
　

遠
里
小
野
の
雪
の
か
へ
る
さ

　
　

03　

船
よ
す
る
浜
辺
の
真
砂
月
冴
え
て

《
解  

釈
》
降
る
雪
の
中
、
船
を
汀
に
寄
せ
る
。
砂
浜
は
雪
に
覆
わ
れ
、
月
の
光
が
そ
れ
を
皓
々
と
照

ら
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
遠
里
小
野
ま
で
帰
る
の
だ
。

※  

遠
里
小
野
は
海
に
面
し
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、
解
釈
は
右
の
よ
う
に
な
る
と
考
え
る
。
如
何
。

　
　
　
　
　

船
よ
す
る
浜
辺
の
真
砂
月
冴
え
て

　
　

04　

声
も
む
ら
〳
〵
千
鳥
鳴
く
な
り

《
解  

釈
》
浜
辺
に
船
を
寄
せ
る
。
月
影
が
汀
の
真
砂
を
白
く
冴
え
ざ
え
と
照
ら
し
て
い
る
。
千
鳥
の

群
れ
が
声
も
む
ら
む
ら
に
鳴
い
て
い
る
。

※  

「
む
ら
〳
〵
→
村
千
鳥
」
と
い
う
秀
句
仕
立
で
あ
る
。
ち
ょ
っ
と
珍
し
い
技
法
だ
が
、
他
に
「
な

び
き
ぬ
る
む
ら
〳
〵
竹
に
鵙
鳴
き
て
」
（
永
禄
石
山
千
句
・
第
八
「
何
木
」
五
九
）
な
ど
。

※  

「
浜
」
に
「
千
鳥
」
が
寄
合
。
「
浜
千
鳥
」
の
歌
語
に
依
る
。
他
に
「
船
さ
す
蜑
を
お
く
る
浜
風

／
夕
波
に
鳴
き
て
千
鳥
や
過
ぎ
ぬ
ら
む
」
（
熊
野
千
句
・
第
一
「
山
何
」
一
二
／
一
三
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

声
も
む
ら
〳
〵
千
鳥
鳴
く
な
り

　
　

05　

我
が
門
の
稲
葉
色
づ
き
吹
く
風
に

《
解  

釈
》
私
の
家
の
門
田
の
稲
葉
も
色
づ
き
、
そ
れ
が
秋
風
に
む
ら
む
ら
に
靡
い
て
い
る
。
風
に
流

さ
れ
て
や
っ
て
来
た
千
鳥
の
声
も
む
ら
む
ら
に
聞
こ
え
て
く
る
。

※  

「
千
鳥
」
に
「
我
が
門
」
が
寄
合
。
「
我
が
門
の
千
鳥
し
ば
鳴
く
起
き
よ
〳
〵
我
が
一
夜
妻
人
に

知
ら
れ
じ
」
の
歌
が
『
俊
頼
髄
脳
』
等
の
歌
書
に
引
か
れ
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
元
来
は
『
万

葉
集
』
巻
一
六
）
。
他
の
例
は
「
と
渡
る
千
鳥
を
ち
こ
ち
に
鳴
く
／
我
が
門
の
冬
田
の
落
穂
く
ち

残
り
」
（
天
文
二
十
四
年
梅
千
句
・
第
四
「
初
何
」
三
八
／
三
九
）
な
ど
。
ま
た
「
む
ら
〳
〵
」

に
「
稲
葉
」
と
付
け
て
い
る
。
稲
葉
が
ま
だ
ら
に
見
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
他
に
「
見
れ
ば

雁
な
く
雲
の
む
ら
〳
〵
／
秋
風
に
稲
葉
の
露
や
乱
る
ら
む
」
（
文
明
十
五
年
二
月
十
九
日
「
何
木
」

一
八
／
一
九
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

我
が
門
の
稲
葉
色
づ
き
吹
く
風
に

　
　

06　

墻
ほ
を
あ
ら
み
芒
ち
る
頃

《
解  

釈
》
私
の
家
の
門
田
の
稲
葉
も
色
づ
き
、
そ
れ
が
秋
風
に
む
ら
む
ら
に
靡
い
て
い
る
。
墻
ほ
も

隙
が
ち
に
な
り
、
吹
き
ぬ
け
る
風
に
よ
っ
て
庭
の
芒
が
散
ら
さ
れ
る
頃
な
の
だ
。

※  

指
摘
す
る
必
要
も
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
吹
く
風
」
に
「
芒
ち
る
」
と
理
屈
づ
け
た
付
合
で

あ
る
。
勿
論
「
風
」
に
「
芒
」
が
寄
合
。
例
は
「
花
に
か
る
草
の
枕
を
吹
く
風
に
／
入
野
の
芒
露

や
お
く
ら
む
」
（
宝
徳
四
年
千
句
・
第
八
「
山
何
」
四
三
／
四
四
）
な
ど
。

　
　
　
　
　

墻
ほ
を
あ
ら
み
芒
ち
る
頃

　
　

07　

暮
深
き
露
の
か
よ
ひ
路
あ
と
た
え
て

《
解  

釈
》
朝
夕
に
人
が
往
来
す
る
道
も
、
暮
れ
る
に
つ
れ
て
露
が
置
か
れ
、
人
通
り
も
絶
え
た
。
隙

間
が
ち
に
な
っ
た
墻
ほ
を
風
が
吹
き
ぬ
け
、
は
ら
は
ら
と
芒
が
散
っ
て
ゆ
く
。

　
　
　
　
　

暮
深
き
露
の
か
よ
ひ
路
あ
と
た
え
て

　
　

08　

幾
重
の
霜
ぞ
見
る
も
す
さ
ま
じ

《
解  

釈
》
往
来
の
道
は
暮
れ
る
に
つ
れ
て
人
通
り
も
絶
え
た
。
深
く
置
か
れ
て
い
た
露
は
気
温
の
低

下
に
伴
っ
て
幾
重
に
も
置
き
重
な
っ
た
霜
と
な
り
、
荒
涼
た
る
光
景
を
現
出
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

幾
重
の
霜
ぞ
見
る
も
す
さ
ま
じ

　
　

09　

遠
近
の
鐘
に
目
ざ
め
て
出
づ
る
夜
に

《
解  

釈
》
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
る
払
暁
の
鐘
に
目
を
覚
ま
し
、
旅
宿
を
出
る
。
道
は
幾
重
に
も
霜

が
置
き
重
な
り
、
い
か
に
も
寒
々
と
し
て
い
る
。

※  

「
霜
」
に
「
鐘
」
が
寄
合
。
他
に
「
更
く
る
か
ら
霜
さ
え
ま
さ
る
月
の
影
／
鐘
も
あ
ま
た
の
遠
近

の
声
」
（
文
安
月
千
句
・
第
五
「
何
路
」
三
七
／
三
八
）
な
ど
。
「
高
砂
の
尾
上
の
鐘
の
声
す
な
り

暁
か
け
て
霜
や
お
く
ら
む
」
（
千
載
・
六
‐
三
九
八
、
前
中
納
言
匡
房
）
の
歌
が
有
名
。
『
山
海
経
』

の
「
豊
嶺
の
霜
の
鐘
」
の
本
説
に
拠
る
と
の
こ
と
で
あ
る
（
原
典
未
確
認
）
。

　
　
　
　
　

遠
近
の
鐘
に
目
ざ
め
て
出
づ
る
夜
に

　
　

10　

し
づ
ま
る
宿
り
人
や
寝
ぬ
ら
む

《
解  

釈
》
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
る
払
暁
の
鐘
に
目
を
覚
ま
し
、
旅
宿
を
出
る
。
他
の
人
は
ま
だ
寝

て
い
る
ら
し
く
、
物
音
は
し
な
い
。

※  

「
出
づ
」
に
「
宿
り
」
、「
夜
」
に
「
寝
」
と
語
を
対
応
さ
せ
て
い
る
所
が
ポ
イ
ン
ト
（
例
示
省
略
）
。

　
　
　
　
　

し
づ
ま
る
宿
り
人
や
寝
ぬ
ら
む

　
　

11　

誰
と
な
く
涼
し
き
月
に
声
更
け
て

《
解  

釈
》
夏
の
夜
が
更
け
行
く
に
つ
れ
て
月
の
光
は
涼
し
さ
を
増
す
。
宵
の
う
ち
は
聞
こ
え
て
い
た

人
の
声
も
し
な
く
な
っ
た
。
み
ん
な
も
う
寝
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

※  
『
下
草
』
諸
本
中
、
龍
谷
大
本
に
入
集
す
る
（
七
五
六
）
。

　
　
　
　
　

誰
と
な
く
涼
し
き
月
に
声
更
け
て

　
　

12　

水
に
ぞ
山
の
心
を
も
知
る

《
解  

釈
》
夏
の
夜
が
更
け
行
く
に
つ
れ
て
、
月
の
光
は
涼
し
さ
を
増
す
。
人
は
次
第
に
眠
り
に
つ
い

て
ゆ
く
が
、
ま
だ
か
す
か
に
人
声
の
よ
う
な
も
の
が
聞
こ
え
る
。
い
や
、
あ
れ
は
、
普
段
は
他

の
音
に
紛
れ
て
聞
こ
え
な
い
山
中
を
流
れ
る
水
の
音
な
の
だ
。
そ
れ
が
か
え
っ
て
山
の
静
け
さ

を
感
じ
さ
せ
る
。

※  

「
山
の
心
」
は
、
こ
の
場
合
「
山
の
静
け
さ
」
の
意
と
し
て
解
釈
し
た
。
例
と
し
て
は
「
静
か
な

40
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宗
祇
独
吟
中
、
中
期
の
傑
作
と
呼
ば
れ
て
い
る
「
住
吉
夢
想
百
韻
」
に
対
し
、
現
在
の
研
究
レ

ベ
ル
に
則
っ
た
新
た
な
注
解
を
施
す
。

　

本
稿
が
取
り
扱
う
連
歌
は
、
宗
祇
が
延
徳
元
年
の
冬
に
発
句
の
夢
想
を
得
、
翌
年
の
九
月
に
百
韻

を
満
尾
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
（
両
角
倉
一
氏
『
連
歌
師
宗
祇
の
伝
記
的
研
究
』
二
八
六

ペ
ー
ジ
）
。
そ
れ
が
宗
祇
中
期
の
傑
作
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
中
の
一
五
句
が
、
自
撰
句
集
『
下
草
』

の
諸
本
に
入
集
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
あ
げ
る
だ
け
で
、
も
う
十
分
で
あ
ろ
う
。
正
に
、
名
句
の

オ
ン
・
パ
レ
ー
ド
の
趣
で
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
今
日
の
研
究
レ
ベ
ル
に
則
し
た
注
解

を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
同
様
の
試
み
が
伊
藤
伸
江
氏
に
よ
っ
て
も
な
さ
れ
つ

つ
あ
る
が
（
桜
井
本
『
夢
想
之
連
歌
』
訳
注
（
一
）
付
翻
刻
：
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集

（
11
）
二
〇
二
一
年
、
以
下
継
続
）
、
互
い
に
補
い
あ
う
所
の
あ
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
う
。
紙
幅
の
都
合
で
具
体
的
に
引
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
参
考
と
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
点
は
少
な
く
な
い
。
お
断
わ
り
と
感
謝
を
申
し
述
べ
る
次
第
で
あ
る
。

　

テ
キ
ス
ト
は
、
江
藤
保
定
氏
『
宗
祇
の
研
究
』
資
料
編
所
載
の
も
の
を
基
礎
と
し
、
諸
本
と
校
合

し
て
、
仕
立
・
付
合
・
去
嫌
の
面
で
も
っ
と
も
問
題
が
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
を
私
に
設
定
し
て
用

い
た
。
た
だ
し
、
紙
幅
の
都
合
上
、
そ
の
設
定
の
過
程
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
る
こ
と
は
省
略
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
寄
合
の
指
摘
も
連
歌
の
注
解
で
は
重
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
必
要
と

思
わ
れ
る
範
囲
に
限
っ
た
。
去
嫌
に
つ
い
て
は
、
末
尾
に
一
覧
表
の
形
で
示
す
こ
と
と
し
た
。
そ
れ

に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
連
歌
去
嫌
の
総
合
的
再
検
討
」
（
奈
良
工
業
高
等
専
門
学
校
「
研
究
紀
要
」

第
五
二
号
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ネ
ッ
ト
上
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
覧
表
の
「
凡
例
」

も
、
そ
こ
に
譲
る
。
以
上
、
各
点
、
了
解
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　

延
徳
元
年
冬
（
延
徳
二
年
九
月
満
尾
）

　
　
　
　
　
　
　

夢
想
之
連
歌

　
　

01　

住
吉
の
松
こ
そ
道
の
し
る
べ
な
れ

《
解  

釈
》
歌
道
の
守
護
神
た
る
住
吉
の
神
。
そ
の
神
域
の
松
こ
そ
は
、
こ
の
道
の
し
る
べ
と
な
る
も

の
な
の
だ
。

※  

夢
想
の
発
句
だ
か
ら
、
賦
物
は
と
ら
れ
な
い
。

※     
住
吉
の
祭
神
は
、
本
来
、
航
海
安
全
の
神
で
あ
る
が
、
中
世
に
は
歌
道
の
神
と
し
て
も
信
仰
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
所
謂
「
和
歌
三
神
」
と
し
て
は
、
住
吉
明
神
・
玉
津
島
姫
・
柿
本
人
麿
を
挙

げ
る
の
が
普
通
。

※  

「
住
吉
の
神
」
と
す
れ
ば
水
辺
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
が
、
単
に
「
住
吉
」
、
あ
る
い
は
「
住
吉

の
松
」
と
し
て
も
水
辺
と
は
し
な
い
の
が
古
来
の
作
法
。
従
っ
て
、
打
越
の
第
三
で
「
船
」
「
浜
」

が
詠
ま
れ
る
が
、
不
都
合
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　

住
吉
の
松
こ
そ
道
の
し
る
べ
な
れ

　
　

02　

遠
里
小
野
の
雪
の
か
へ
る
さ

宗
祇
独
吟
「
住
吉
夢
想
百
韻
」
注
解

勢 

田　

勝 

郭

Commentary of Sumiyoshimusou ‐ Hyakuin

Katsuhiro SETA
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